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計　画　高

地  盤  高

測　　　点

地山等級 坑口部 DⅢ DⅡ DⅠ DⅠ DⅠ 坑口部 DⅢ

地下水位は、ダム軸の地下水位および水位コンター図から、迂回路トンネル計画高より上位に分布するものと考えられる。
筒砂子ダム周辺部では断層および破砕帯などは確認されておらず、トンネル施工時の突発湧水などはないものと考えられる。

トンネル部の
地山状況

設計・計画
施工上の留意点

・自破砕溶岩Auが分布する区間となる。

・不規則に分布する安山岩溶岩Lがトンネル切
羽に出現する可能性がある。

・安山岩溶岩Lは、ダムサイトの一軸圧縮試験では平均87MN/㎡の値を示し、硬質である。

 亀裂間隔は5～30㎝程度(ダムサイトボーリングコアより)となる。

・安山岩溶岩Lの分布は不規則である。

・測点No.16付近の土被りの小さい区間には自破砕溶岩の露頭を確認。

・起点側坑口部からNo.15付近までトンネルと平行に沢地形あり。破砕帯等地質的弱線の可能性あり。

・火山礫凝灰岩Lptおよび崖錐堆積物dtが分布する区間となる。

・崖錐堆積物dtは、K-1-38のボーリング結果より層厚が約8mと厚く確認されている。坑
口部で切土を計画する場合は留意が必要であると考えられる。

・坑口付けについては、斜面部の地質分布状況(崖錐堆積物dtが厚い)を考慮し、地山に
追い込まない方針が望ましいと考えられる。

・火山礫凝灰岩Lptは自破砕溶岩Auと比較すると相対的に固結度は低い。
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DⅡ

・安山岩溶岩Lが分布する区間となる。

・安山岩溶岩Lは、岩芯新鮮で硬質である。

 亀裂間隔は5～15㎝程度と起点側で確認される安山岩溶岩Lより亀裂
が多い。

 (ダムサイトボーリングD-6-9より)

・新鮮部は亀裂も密着しているため、包蔵されている
　地下水は少ないと判断。

【低土被り区間 測点No.16付近】

風化した自破砕溶岩が主体のため、トンネル掘削時の影響で亀裂沿いに緩み、切羽天端や肌落ちや崩落の危険性あり。

亀裂間隔が狭いため、崩落規模は小さいと推定されるが、切羽安定のための補助工法を検討することが望ましい。

【切羽安定性】

自破砕溶岩が主体のため、トンネル掘削時の影響で亀裂沿いに緩み、切羽天端や肌落ちや崩落の危険性あり。

亀裂間隔が狭いため、崩落規模は小さいと推定されるが、切羽安定のための補助工法を検討することが望ましい。

【切羽安定性】

安山岩溶岩と火山礫凝灰岩の境界に亀裂発達。天端や切羽
で肌落ちや崩落の危険性あり。亀裂間隔狭いため規模は小
さいと推定されるが、切羽安定の補助工法検討が望ましい。

【湧水】

安山岩溶岩と自破砕溶岩の境界付近亀裂発達。地下水が包
蔵されている可能性あり。亀裂発達区間が数m規模のた大
量湧水が発生する危険性は低い。

【湧水】

安山岩溶岩と自破砕溶岩の境界付近亀裂発達。

地下水が包蔵されている可能性あり。

亀裂発達区間が数m規模のた大量湧水が発生する危険性は低い。

【施工時の対応-先進ボーリング計画】

トンネル断面内の地質確認、地下水の状態を把握するためトンネル
施工時に先進ボーリングを計画することが望ましい。

・1.5D区間を坑口部として設定。

・トンネル坑口部は斜面斜交型。偏土圧が発生する可能性あり。

・坑口付けについては、斜面部の地質分布状況(崖錐堆積物dtが

 厚い)を考慮し、地山に追い込まない方針が望ましい。

・切羽に未固結の崖錐堆積物が分布。切羽安定のための補助工

 法検討を検討することが望ましい。

・崖錐堆積物と火山礫凝灰岩の層境に地下水が包蔵されている

 可能性あり。

・近隣斜面に雪崩防止柵有り。雪崩に関する検討が必要。

・1.5D区間を坑口部として設定。

・トンネル坑口部は斜面斜交型。

 偏土圧が発生する可能性あり。

 掘削に伴う緩みの影響で亀裂に沿って岩塊が

 抜け落ちる(切羽崩壊)可能性あり。

 亀裂間隔狭いため規模は小規模。

設計パターン

ロックボルト
L : 長さ(m)
P1:縦方向間隔(m)
P2:延長方向間隔(m)

区 間 長 (m)

覆 工 厚(cm)
(インバート厚)ト　

ン　

ネ　

ル　

詳　

細　

設　

計

鋼製支保工
P:建込間隔(m)

金　　　 網

補 助 工 法

掘 削 方 式

掘 削 工 法

地　　　 質

岩石試験結果

計画高※
+1.5D(km/sec)

ト 

ン 

ネ 

ル 

部

安山岩溶岩L
M塊状

自破砕溶岩Au
L塊状

自破砕溶岩Au
L塊状

安山岩溶岩L
M塊状

安山岩溶岩L
M塊状

火山礫凝灰岩Lpt
L塊状

自破砕溶岩Au：Vp=2.15㎞/sec

0.4～1.22.2～2.41.2～2.20.4～1.2 1.2～2.2

自破砕溶岩Au：qu=2.58MN/㎡

自破砕溶岩Au：ρt=19.2kN/ 

安山岩溶岩M：Vp=3.48㎞/sec

安山岩溶岩M：qu=87.0MN/㎡

安山岩溶岩M：ρt=26.0kN/ 

火山礫凝灰岩L：Vp=1.92㎞/sec

火山礫凝灰岩L：qu=3.01MN/㎡

火山礫凝灰岩L：ρt=18.4kN/ 

ＤⅢa ＣⅡ

58

ＤⅡ ＤⅢa

78

ＤⅠ
48,4 225 16

吹付厚 (cm)

L=4.00(3.00)

P1=1.20(0.60)

P2=1.00(1.00)

25

20(45)

L=4.00

P1=1.20

P2=1.00

15

20

L=3.00

P1=1.50

P2=1.20

10

20(45)

20

L=4.00

P1=1.20

P2=1.00

20(50)

L=4.00(3.00)

P1=1.20(0.60)

P2=1.00(1.00)

25

H-200 P=1.00 H-125  P=1.00

上下半 上半 ─ 上下半 上下半

発破掘削

上半先進ベンチカット工法

H-125 P=1.20(上半) H-150 P=1.00 H-200 P=1.00

20(50)

0,6(坑門)

ＤⅢw

12,4 0,6(坑門)

35(50)

L=4.00[3.00]

P1=1.20[0.60]

P2=1.00[1.00]

上下半

H-200 P=1.00

注入式フォアポ-リング

地山強度比 3.35 17.08 1.89 4.782.21
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地質境界線

地下水位線
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【地質区分凡例】

 迂回路トンネル 地質縦断図       S=1:800

工事名

図面名

作成年月日

縮  尺

事業者名

図面番号

会社名

令和2年 12月

鳴瀬川総合開発漆沢地区トンネル設計業務

東京コンサルタンツ株式会社

東北地方整備局  鳴瀬川総合開発工事事務所

3 ／ 551:800

迂回路トンネル地質縦断図
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工事名

図面名

作成年月日

縮  尺

事業者名

図面番号

会社名

令和 3 年 11 月

鳴瀬川総合開発漆沢地区トンネル設計業務

東京コンサルタンツ 株式会社

／ 551:30

迂回路トンネル 標準断面図(1)

 迂回路トンネル 標準断面図(1)       
ＣⅡ－ｂ断面

S=1:30
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道路中心

インバートコンクリート t=450
(σck=18N/mm2)

インバート埋戻し材は掘削ずり流用
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図面名

作成年月日

縮  尺

事業者名

図面番号

会社名

令和 3 年 11 月

鳴瀬川総合開発漆沢地区トンネル設計業務

東京コンサルタンツ 株式会社

／ 551:30

迂回路トンネル 標準断面図(2)

 迂回路トンネル 標準断面図(2)       
ＤⅠ－ｂ断面

S=1:30
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事業者名

図面番号

会社名

令和 3 年 11 月

鳴瀬川総合開発漆沢地区トンネル設計業務

東京コンサルタンツ 株式会社

／ 551:30

迂回路トンネル 標準断面図(3)

 迂回路トンネル 標準断面図(3)       
ＤⅡ断面

S=1:30
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図面番号
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／ 551:30

迂回路トンネル 標準断面図(4)

 迂回路トンネル 標準断面図(4)       
ＤⅢａ断面

S=1:30
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作成年月日
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迂回路トンネル 標準断面図(5)

 迂回路トンネル 標準断面図(5)       
ＤⅢｗ断面
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トンネル中心

 吹付け･ロックボルト工図 
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トンネル中心

 鋼アーチ支保工図 

継手板
(PL-155×180×9)

さや管
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底板
(PL-180×230×16)
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変形余裕量(cm)

諸元表

名 称

吹付け･ロックボルト材料表

ロックボルト

座金

ナット

吹付けコンクリート

L=3000

150×150×9

t=100

形状寸法

TD24(STD510)ねじり棒鋼と同等以上(耐力176.5KN以上)

SS400

M24

σck=18N/mm2

規 格 単位

本

枚

個

m2

数量

12

12

12

17.887

モルタル全面接着式

摘 要

(P=1.200m当り)

名 称

鋼アーチ支保工材料表

H形鋼 (上半)

継手板

ボルト･ナット

底板

H-125×125×6.5×9  L=7024

PL-155×180×9

PL-180×230×16

 20×70

形状寸法 単位

kg

本

kg

kg

kg

kg

数量

2

2

2
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6

165.766

1.971

5.200

0.074

2.133

単位数量

331.5

3.9

10.4

0.9

12.8

数 量

kg=/m

kg=/m2
23.600

70.650

125.600

0.928

1.580

kg=/m2

kg=/m

摘 要

(1基当り)
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2
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 継ぎ材詳細図       断面詳細図      
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S=1:20

B-B 断面
 底板詳細図      

S=1:20 S=1:20
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工事名

図面名

作成年月日

縮  尺

事業者名

図面番号

会社名

令和 3 年 11 月

鳴瀬川総合開発漆沢地区トンネル設計業務

東京コンサルタンツ 株式会社

／ 55図示

迂回路トンネル 支保パターン図(1)

 迂回路トンネル 支保パターン図(1)       
ＣⅡ－ｂ断面

S=1:50
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諸元表

名 称

吹付け･ロックボルト材料表

ロックボルト

座金

ナット

吹付けコンクリート

金網

L=4000

150×150×9

t=150

形状寸法

 5×150×150

TD24(STD510)ねじり棒鋼と同等以上(耐力176.5KN以上)

SS400

M24

σck=18N/mm2

JIS G 3551

規 格 単位

本

枚

個

m2

m2

数量

15

15

15

17.887

14.451

モルタル全面接着式

構造用溶接金網

摘 要

(P=1.000m当り)

名 称

鋼アーチ支保工材料表

H形鋼 (上半)

継手板

ボルト･ナット

底板

さや管

H形鋼 (下半)

上･下半継手板

ボルト･ナット

継ぎ材

H-125×125×6.5×9  L=7110

PL-155×180×9

PL-230×230×16

 20×70

 21.7×1.9×80

H-125×125×6.5×9  L=1849

PL-155×180×9

 20×70

形状寸法 単位

kg

kg

本

kg

本

kg

kg

kg

kg

数量

2

2

2

2

4

4

2

20

10

167.796

43.636

1.971

1.971

6.644

0.074

1.817

単位数量

335.6

87.3

3.9

7.9

13.3

1.5

18.2

数 量

kg=/m

kg=/m2

23.600

23.600

70.650

70.650

125.600

0.928

1.580

kg=/m

kg=/m2

kg=/m2

kg=/m

kg=/m

摘 要

(1基当り)

467.7 Kg

 16×1150

合　　　計

99

9
9

9
9

16

1849

16
18
49

711071
10

R2=6300

r2=6638

t=50 σck=18N/mm2 m2 38.309

t=50 σck=18N/mm2 m2 9.826

180

30 120 30

2
0

1
2
5

1
0

6　　

6

ボルト･ナット
( 20×70)継手板

(PL-155×180×9)

9 9

 継手板詳細図      

孔径
( 22.0)

1
25

1000

8
0

1
0
0

さや管
( 21.7×1.9×80)

継ぎ材
( 16×1150)

 継ぎ材詳細図      

6　　 9
9

6

ボルト･ナット
( 20×70)

上下半継手板
(PL-155×180×9)

125

1
5
5

1
2
0

3
0

3
0

155

10 125 20

 上下半継手板詳細図      

上下半継手板
(PL-155×180×9)

孔径
( 22.0)

 断面詳細図      

1000

5
0

1
0
0

1
5
0

3
0
0 4
5
0

ロックボルト L=4000
TD24(STD510)

金網
 5×150×150

吹付けコンクリート t=150
(σck=18N/mm2)

A-A 断面

S=1:20

1000

5
0

1
0
0

1
5
0

3
0
0 4
5
0

ロックボルト L=4000
TD24(STD510)

吹付けコンクリート t=150
(σck=18N/mm2)

覆工コンクリート t=300
(σck=18N/mm2)

B-B 断面
 底板詳細図      

53 125 53

230

2
3
0

1
6

底板
(PL-230×230×16)

6　　6

230

S=1:20 S=1:20

S=1:20 S=1:20

鋼アーチ支保工
H-125×125×6.5×9

鋼アーチ支保工
H-125×125×6.5×9

125

1
8
0

125 125

覆工コンクリート t=300
(σck=18N/mm2)

工事名

図面名

作成年月日

縮  尺

事業者名

図面番号

会社名

令和 3 年 11 月

鳴瀬川総合開発漆沢地区トンネル設計業務

東京コンサルタンツ 株式会社

／ 55図示

迂回路トンネル 支保パターン図(2)

 迂回路トンネル 支保パターン図(2)       
ＤⅠ－ｂ断面

S=1:50
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S.L.

1
8
50
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0 1
0
0
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0
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6
0
506
6
50

トンネル中心

R1
=4
20
0

30
0
10
0

20
0

R2=6300

300
200

S.L.

1
8
50

4
2
00

6
0
50

トンネル中心

R1
=4
20
0

5@1200=6000

1
0
6
9
1
3
1

1
2
0
0

544

金網 L=18670

BB

A

A

吹付けコンクリート t=200
(σck=18N/mm2)

覆工コンクリート t=300
(σck=18N/mm2)

金網
( 5×150×150)

変形余裕量 t=100

ロックボルト L=4000
TD24(STD510)

インバートコンクリート t=500
(σck=18N/mm2)

55
0

r1
=4
67
5

20°

25
°

25
°

20
°

2
°

7
°

450

99

9
9

9
9

16

1849

16

18
49

73
26

7326

継手板
(PL-180×180×9)

さや管
( 21.7×1.9×80)

底板
(PL-250×250×16)

上･下半継手板
(PL-180×180×9)

ロックボルト

長さ
(m)

周方向
(m) (m)

4.0 1.2 1.0

上半

H-150

下半

H-150

鋼アーチ支保工

厚
(cm)

吹付け

20

アーチ

覆工厚(cm)

30 50

金網

上下半 10 0 0

上半 下半

変形余裕量(cm)

諸元表

名 称

吹付け･ロックボルト材料表

ロックボルト

座金

ナット

吹付けコンクリート

金網

L=4000

150×150×9

t=200

形状寸法

 5×150×150

TD24(STD510)ねじり棒鋼と同等以上(耐力176.5KN以上)

SS400

M24

σck=18N/mm2

JIS G 3551

規 格 単位

本

枚

個

m2

m2

数量

15

15

15

18.201

18.671

モルタル全面接着式

構造用溶接金網

摘 要

(P=1.000m当り)

名 称

鋼アーチ支保工材料表

H形鋼 (上半)

継手板

ボルト･ナット

底板

さや管

H形鋼 (下半)

上･下半継手板

ボルト･ナット

継ぎ材

H-150×150×7×10  L=7326

PL-180×180×9

PL-250×250×16

 20×70

 21.7×1.9×80

H-150×150×7×10  L=1849

PL-180×180×9

 20×70

形状寸法 単位

kg

kg

本

kg

本

kg

kg

kg

kg

数量

2

2

2

2

4

4

2

20

10

227.839

57.504

2.289

2.289

7.850

0.074

1.817

単位数量

455.7

115.0

4.6

9.2

15.7

1.5

18.2

数 量

kg=/m

kg=/m2

31.100

31.100

70.650

70.650

125.600

0.928

1.580

kg=/m

kg=/m2

kg=/m2

kg=/m

kg=/m

摘 要

(1基当り)

619.9 Kg

 16×1150

合　　　計

 吹付け･ロックボルト工図  鋼アーチ支保工図 

R2=6300

r2=6675

t=50 σck=18N/mm2 m2 39.738

t=50 σck=18N/mm2 m2 9.826

 継手板詳細図       継ぎ材詳細図      

6　　 9
9

6

ボルト･ナット
( 20×70)

上下半継手板
(PL-180×180×9)

1
2
0

3
0

3
0

180

10 150 20

 上下半継手板詳細図      

上下半継手板
(PL-180×180×9)

孔径
( 22.0)

 断面詳細図      

1000

5
0

1
5
0

2
0
0

3
0
0

6
0
0

ロックボルト L=4000
TD24(STD510)

金網
 5×150×150

吹付けコンクリート t=200
(σck=18N/mm2)

A-A 断面

S=1:20

B-B 断面
 底板詳細図      

50 150 50

250

2
5
0

1
6

底板
(PL-250×250×16)

6　　6

250

S=1:20 S=1:20

S=1:20 S=1:20

150

1
8
0

1000

5
0

1
5
0

2
0
0

3
0
0 5
0
0

ロックボルト L=4000
TD24(STD510)

吹付けコンクリート t=200
(σck=18N/mm2)

覆工コンクリート t=300
(σck=18N/mm2)

鋼アーチ支保工
H-150×150×7×10

1
0
0

120 3030 1
0

2
0

1
5
0

180

1
8
0

99

6　　

6
ボルト･ナット
( 20×70)継手板

(PL-180×180×9)

孔径
( 22.0)

15
0

150

鋼アーチ支保工
H-150×150×7×10

変形余裕量 t=100

金網
 5×150×150

1000
8
0

1
0
0

さや管
( 21.7×1.9×80)

継ぎ材
( 16×1150)

150 150
覆工コンクリート t=300
(σck=18N/mm2)

工事名

図面名

作成年月日

縮  尺

事業者名

図面番号

会社名

令和 3 年 11 月

鳴瀬川総合開発漆沢地区トンネル設計業務

東京コンサルタンツ 株式会社

／ 55図示

迂回路トンネル 支保パターン図(3)

 迂回路トンネル 支保パターン図(3)       
ＤⅡ断面

S=1:50
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6
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トンネル中心

R1
=4
20
0

R2=6300

350
250

35
0

25
0

S.L.

1
8
50

4
2
00

6
0
50

トンネル中心

R1
=4
20
0

120°

7@600=42008@600=4800

300

金網 L=18958A

A

1200
1
0
2
5
1
7
5

1
2
0
0

500

B
B

吹付けコンクリート t=250
(σck=18N/mm2)

覆工コンクリート t=350
(σck=18N/mm2)

金網
( 5×150×150)

フォアポーリング L=3000
D25(SD345) (千鳥)

ロックボルト L=4000
TD24(STD510)

インバートコンクリート t=500
(σck=18N/mm2)

 吹付け･ロックボルト工図  鋼アーチ支保工図 

ロックボルト

長さ
(m)

周方向
(m) (m)

4.0

(3.0)

1.2

(0.6)

1.0

(1.0)

上半

H-200

下半

H-200

鋼アーチ支保工

厚
(cm)

吹付け

25

アーチ

覆工厚(cm)

35 50

金網

上･下半 0 0 0

上半 下半

変形余裕量(cm)

※(   )内はフォアポーリングを示す

諸元表

名 称

吹付け･ロックボルト材料表

ロックボルト

座金

ナット

吹付けコンクリート

フォアポーリング

金網

L=4000

150×150×9

t=250

形状寸法

L=3000

 5×150×150

TD24(STD510)ねじり棒鋼と同等以上(耐力176.5KN以上)

SS400

M24

σck=18N/mm2

D25(SD345)

JIS G 3551

規 格 単位

本

枚

個

m2
m2

本

数量

16.5

8

8

8

18.044

18.670

モルタル全面接着式

構造用溶接金網

モルタル全面接着式

摘 要

(P=1.000m当り)

名 称

鋼アーチ支保工材料表

H形鋼 (上半)

継手板

ボルト･ナット

底板

タイロッド

内梁

H形鋼 (下半)

上･下半継手板

ボルト･ナット

タイロッド用ナット

H-200×200×8×12  L=7272

PL-230×230×16

PL-300×300×19

 20×70

STK  60.5×2.3×992

 19×1150

H-200×200×8×12  L=1838

PL-230×230×16

 20×70

形状寸法 単位

kg

kg

本

kg

本

kg

kg

kg

kg

本

数量

2

2

2

2

4

4

2

20

40

20

362.873

91.716

6.644

6.644

13.424

2.565

3.274

単位数量

725.7

183.4

13.3

26.6

26.8

51.3

65.5

数 量

kg=/m

kg=/m2

49.900

49.900

125.600

125.600

149.150

2.230

3.300

kg=/m

kg=/m2

kg=/m2

kg=/m

kg=/m

摘 要

(1基当り)

1092.6 Kg合　　　計

r1
=4
65
0

R2=6300

r2=6750

1616

1
6

1
6

1
6

1
6

19

19

1838

18
38

72
72

7272

350

100

4@
12
00
=4
80
0

88
6

88
6

3
5
0

3
5
0

5
6
9

56
9

35
0

底板
(PL-300×300×19)

継手板
(PL-230×230×16)タイロッド

( 19×1150)

上･下半継手板
(PL-230×230×16)

t=50 39.019

t=50 σck=18N/mm2 m2 10.014

σck=18N/mm2

1000

タイロッド
( 19×1150)

6　　

1
6

1
6

6

ボルト･ナット
( 20×70)

上下半継手板
(PL-230×230×16)

200

1
6
0

3
5

3
5

230

10 200 20

上下半継手板
(PL-230×230×16)

孔径
( 22.0)

1000

5
0

2
0
0

2
5
0

3
5
0 6
0
0

金網
 5×150×150

吹付けコンクリート t=250
(σck=18N/mm2)

A-A 断面

B-B 断面

50 200 50

300

3
0
0

1
9

底板
(PL-300×300×19)

6　　6

300

鋼アーチ支保工
H-200×200×8×12

1000

5
0

2
0
0

2
5
0

3
5
0 6
0
0

ロックボルト L=4000
TD24(STD510)金網

 5×150×150

吹付けコンクリート t=250
(σck=18N/mm2)

覆工コンクリート t=350
(σck=18N/mm2)

鋼アーチ支保工
H-200×200×8×12

フォアポーリング L=3000
D25(SD345) (千鳥)

1150

992

内梁
(STK 60.5×2.3×992)

200

1
0
0

2
3
0

 継手板詳細図       継ぎ材詳細図      

 上下半継手板詳細図      

 断面詳細図      S=1:20

 底板詳細図      

S=1:20 S=1:20

S=1:20 S=1:20

200 200

230

35 160 35

2
0

2
0
0

1
0

6　　

6

ボルト･ナット
( 20×70)継手板

(PL-230×230×16)

16 16

孔径
( 22.0)

2
00

2
3
0覆工コンクリート t=350

(σck=18N/mm2)

工事名

図面名

作成年月日

縮  尺

事業者名

図面番号

会社名

令和 3 年 11 月

鳴瀬川総合開発漆沢地区トンネル設計業務

東京コンサルタンツ 株式会社

／ 55図示

迂回路トンネル 支保パターン図(4)

 迂回路トンネル 支保パターン図(4)       
ＤⅢａ断面

S=1:50
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0
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7@600=42008@600=4800

300

金網 L=18958A

A

1200
1
0
2
5
1
7
5

1
2
0
0

500

B
B

吹付けコンクリート t=250
(σck=18N/mm2)

覆工コンクリート t=350
(σck=18N/mm2)

金網
( 5×150×150)

注入式フォアポーリング L=3000
中空ボルトΦ27.2 (千鳥)

ロックボルト L=4000
TD24(STD510)

インバートコンクリート t=500
(σck=18N/mm2)

 吹付け･ロックボルト工図  鋼アーチ支保工図 

r1=
465

0

R2=6300

r2=6750

1616

1
9

1
9

1
6

19

1838

52
52

5252

350

100

4@
12
00
=4
80
0

3
5
0

5
6
9

56
9

35
0

底板
(PL-300×300×19)

継手板
(PL-230×230×16)

タイロッド
( 19×1150)

上･下半継手板
(PL-230×230×16)

500

21
56

25
°

5'
15

"

10
0

30
0

92
8

2156

92
8

1
6

1
6

218

25°
5'15"

上半底板
(PL-300×300×19)

2181
6

19

18
38

ロックボルト

長さ
(m)

周方向
(m) (m)

4.0

(3.0)

1.2

(0.6)

1.0

(1.0)

上半

H-200

下半

H-200

鋼アーチ支保工

厚
(cm)

吹付け

25

アーチ

覆工厚(cm)

35 50

金網

上･下半 0 0 0

上半 下半

変形余裕量(cm)

※(   )内は注入式フォアポーリングを示す

諸元表

名 称

吹付け･ロックボルト材料表

ロックボルト

座金

ナット

吹付けコンクリート

金網

L=4000

150×150×9

t=250

形状寸法

L=3000　Φ27.2

 5×150×150

TD24(STD510)ねじり棒鋼と同等以上(耐力176.5KN以上)

SS400

M24

σck=18N/mm2

中空ボルト

JIS G 3551

規 格 単位

本

枚

個

m2
m2

本

数量

16.5

8

8

8

20.838

18.958

モルタル全面接着式

構造用溶接金網

摘 要

(P=1.000m当り)

名 称

鋼アーチ支保工材料表

H形鋼 (上半)

継手板

ボルト･ナット

底板

タイロッド

内梁

H形鋼 (上半)

上･下半継手板

ボルト･ナット

タイロッド用ナット

H-200×200×8×12  L=7408

PL-230×230×16

PL-300×300×19

 20×70

STK  60.5×2.3×992

 19×1150

H-200×200×8×12  L= 218

PL-230×230×16

 20×70

形状寸法 単位

kg

kg

本

kg

本

kg

kg

kg

kg

本

数量

2

2

2

2

4

4

2

20

40

20

369.659

10.878

6.644

6.644

13.424

2.565

3.274

単位数量

739.3

21.8

13.3

26.6

26.8

51.3

65.5

数 量

kg=/m

kg=/m2

49.900

49.900

125.600

125.600

149.150

2.230

3.300

kg=/m

kg=/m2

kg=/m2

kg=/m

kg/m

摘 要

(1基当り)

1232.9 Kg

H形鋼 (下半) H-200×200×8×12  L=1838 kg 2 91.716 183.4 49.900 kg=/m

合　　　計
7
8
3

7
8
3

7408

H形鋼 (上半) H-200×200×8×12  L= 783 kg 2 39.072 78.1 kg=/m49.900

25°
5'15"

t=50 39.019

t=50 σck=18N/mm2 m2 10.014

上半底板 PL-300×300×19 kgkg 2 13.424 26.8 149.150 kg=/m2

σck=18N/mm2

1000

タイロッド
( 19×1150)

1000

5
0

2
0
0

2
5
0

3
5
0 6
0
0

金網
 5×150×150

吹付けコンクリート t=250
(σck=18N/mm2)

A-A 断面

B-B 断面

50 200 50

300

3
0
0

1
9

底板
(PL-300×300×19)

6　　6

300

鋼アーチ支保工
H-200×200×8×12

1000

5
0

2
0
0

2
5
0

3
5
0 6
0
0

ロックボルト L=4000
TD24(STD510)金網
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 底板詳細図      

S=1:20 S=1:20

S=1:20

200 200
230

35 160 35

2
0

2
0
0

1
0

6　　

6 ボルト･ナット
( 20×70)

継手板
(PL-230×230×16)

16 16

孔径
( 22.0)

2
00

2
3
0

1
9

1
6

1
6

6　　6

1
6

ボルト･ナット
( 20×70)

6　　218

3
5

1
6
0

3
5 200 20

230

2
3
0

10
50 200 50

300

上半底板
(PL-300×300×19)

孔径
( 22.0)

上･下半継手板
(PL-230×230×16)

 上下半継手板詳細図      S=1:20

200

200

200

3
0
0

7
8
3

覆工コンクリート t=350
(σck=18N/mm2)

工事名

図面名

作成年月日

縮  尺

事業者名

図面番号

会社名

令和 3 年 11 月

鳴瀬川総合開発漆沢地区トンネル設計業務

東京コンサルタンツ 株式会社

／ 55図示

迂回路トンネル 支保パターン図(5)

 迂回路トンネル 支保パターン図(5)       
ＤⅢｗ断面

S=1:50
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記号

アーチ部鉄筋重量表

D19 2.25

単位重量

835

重量 摘 要

(10.5m当り)

合 計

C1

径

7,000

長さ

53

本数

D19 2.25 775C2 6,500 53

D19 2.25 596C3 5,000 53

D16 1.56 916H1 10,300 57

kg

kg

kg

D19

D16 916

2206

3122

記号

インバート部鉄筋重量表

D19 2.25 656

摘 要

(10.5m当り)

合 計

C4

径

5,500

長さ

53

本数

D19 2.25 775C5 6,500 53

D16 1.56 466H2 10,300 29

kg

kg

kg

D19

D16 466

1,431

1,897

注１：継手長さ(コンクリート設計基準強度=18N/mm2・SD345の場合)

 a = 
σsa
4・σa

 ×   = 
200

4×1.4
 = 35.71  以上とする。

注２：継手は千鳥を基本とするが、いも継とする場合の継手長は、

通常の1.3倍とする。

 a = 35.71  ×1.3 = 46.42  以上とする。

D19 = 46.42×19 = 882≒890

15.75

14.63

11.25

16.07

12.38

14.63

16.07

単位重量 重量

(注記)

補強鉄筋の使用鉄筋はSD345、コンクリート強度はσck=18N/mm2

ラップ長　鉄筋D19

　La＝σsa/(4･τoa)･φ

　　＝200/(4×1.4)×19

　　≒680mm

ラップ長(いも継ぎ)　鉄筋D19

　La＝1.3･σsa/(4･τoa)･φ

　　＝1.3×200/(4×1.4)×19

　　≒890mm

S.L.

トンネル中心

680

680以
上

(920)

5000
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70
00
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0以

上
(1

28
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890以
上

(1172)
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5000
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イ
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 側面図 
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起
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迂回路トンネル L=439.000m

終
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坑口
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6+
4.0

DⅡ
78.0

7@10.5=73.5 4.5

S.L.

1
8
50

4
2
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3
0
0

R4
20
0

R2=6300

R3
=8
50
0

R4
=1
50
0

r3=9000

22°6'6" 22°6'6"

9°
31'46"

トンネル中心

 ＤⅡ断面 
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1
5
4

1
4
6

4
@
3
0
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=
1
2
0
0

13@300
=3900
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54

1
0
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34°31'3" 28
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0
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r3
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60
0
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r1
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0

工事名

図面名

作成年月日

縮  尺

事業者名

図面番号

会社名

令和 3 年 11 月

鳴瀬川総合開発漆沢地区トンネル設計業務

東京コンサルタンツ 株式会社

／ 551:50

迂回路トンネル 本体工補強鉄筋図(1)

 迂回路トンネル 本体工補強鉄筋図(1)      
ＤⅡ断面

S=1:50
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記号

アーチ部鉄筋重量表

D19 2.25

単位重量

835

重量 摘 要

(10.5m当り)

合 計

C1

径

7,000

長さ

53

本数

D19 2.25 775C2 6,500 53

D19 2.25 596C3 5,000 53

D16 1.56 916H1 10,300 57

kg

kg

kg

D19

D16 916

2206

3122

記号

インバート部鉄筋重量表

D19 2.25 656

摘 要

(10.5m当り)

合 計

C4

径

5,500

長さ

53

本数

D19 2.25 775C5 6,500 53

D16 1.56 498H2 10,300 31

kg

kg

kg

D19

D16 498

1,431

1,929

注１：継手長さ(コンクリート設計基準強度=18N/mm2・SD345の場合)

 a = 
σsa
4・σa

 ×   = 
200

4×1.4
 = 35.71  以上とする。

注２：継手は千鳥を基本とするが、いも継とする場合の継手長は、

通常の1.3倍とする。

 a = 35.71  ×1.3 = 46.42  以上とする。

D19 = 46.42×19 = 882≒890

15.75

14.63

11.25

16.07

12.38

14.63

16.07

単位重量 重量

(注記)

補強鉄筋の使用鉄筋はSD345、コンクリート強度はσck=18N/mm2

ラップ長　鉄筋D19

　La＝σsa/(4･τoa)･φ

　　＝200/(4×1.4)×19

　　≒680mm

ラップ長(いも継ぎ)　鉄筋D19

　La＝1.3･σsa/(4･τoa)･φ

　　＝1.3×200/(4×1.4)×19

　　≒890mm

S.L.

1
8
50

4
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00
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5
0

R4
20
0

35
0

R2=6300

R3
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50
0

R4
=1
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 ＤⅢａ・ＤⅢｗ断面 
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0
0
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2.
5
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05

13@300
=3900
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54

1
0
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3317
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0'5

2"

35°21'15"

S.L.

トンネル中心

680

680以
上

(897)

5000

6500

70
00

89
0以

上
(1

30
5)

890以
上

(1195)

C2 53-D19×6500
C1

53
-D
19
×
70
00

C3
53-D19×

5000

C4 53-D19×5500 C5
53-D

19×
6500

5500

6500

R1=4200 R1=4200350 350

イ
ン
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ー
ト
部

ア
ー
チ
部

H1 D16

H2 D16

C5 D19C4 D19

C3 D19 C2 D19 C3 D19

 平面図 

C1 D19C1 D19
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@
2
0
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=
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1
5
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1
0
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1
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3
5
0
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R
1
=
4
2
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 側面図 

2
8
09

5
0
0

10300

H1 57-D16×10300

H2 31-D16×10300

0.6
坑門工

3@10.5

=31.5

DⅢa

8.0
10.5

0.6
坑門工

起
点
側
坑口

NO
.6
4+
5.0

迂回路トンネル L=439.000m

終
点
側
坑口

NO
.8
6+
4.0

7.0

48.4 12.4
DⅢa

10.5

16.0
DⅢｗ

r3
=8
60
0

r2=6400

r1
=4
30
0

10.5

工事名

図面名

作成年月日

縮  尺

事業者名

図面番号

会社名

令和 3 年 11 月

鳴瀬川総合開発漆沢地区トンネル設計業務

東京コンサルタンツ 株式会社

／ 551:50

迂回路トンネル 本体工補強鉄筋図(2)

 迂回路トンネル 本体工補強鉄筋図(2)      
ＤⅢａ・ＤⅢｗ断面

S=1:50
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記号

アーチ部鉄筋重量表

D19 2.25

単位重量

788

重量 摘 要

(10.5m当り)

合 計

C1

径

7,000

長さ

50

本数

D19 2.25 732C2 6,500 50

D19 2.25 563C3 5,000 50

D16 1.56 862H1 9,700 57

kg

kg

kg

D19

D16 862

2083

2945

記号

インバート部鉄筋重量表

D19 2.25 656

摘 要

(10.5m当り)

合 計

C4

径

5,500

長さ

53

本数

D19 2.25 775C5 6,500 53

D16 1.56 498H2 10,300 31

kg

kg

kg

D19

D16 498

1,431

1,929

注１：継手長さ(コンクリート設計基準強度=18N/mm2・SD345の場合)

 a = 
σsa
4・σa

 ×   = 
200

4×1.4
 = 35.71  以上とする。

注２：継手は千鳥を基本とするが、いも継とする場合の継手長は、

通常の1.3倍とする。

 a = 35.71  ×1.3 = 46.42  以上とする。

D19 = 46.42×19 = 882≒890

15.75

14.63

11.25

15.13

12.38

14.63

16.07

単位重量 重量

(注記)

補強鉄筋の使用鉄筋はSD345、コンクリート強度はσck=18N/mm2

ラップ長　鉄筋D19

　La＝σsa/(4･τoa)･φ

　　＝200/(4×1.4)×19

　　≒680mm

ラップ長(いも継ぎ)　鉄筋D19

　La＝1.3･σsa/(4･τoa)･φ

　　＝1.3×200/(4×1.4)×19

　　≒890mm

S.L.

1
8
50

4
2
00

3
5
0

R4
20
0

35
0

R2=6300

R3
=8
50
0

R4
=1
50
0r4
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 ＤⅢａ・ＤⅢｗ 坑口部断面 
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0
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05
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54
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64
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987

3317

23°
0'5

2"

35°21'15"

S.L.

トンネル中心

680

680以
上

(897)

5000

6500

70
00

89
0以

上
(1

30
5)

890以
上

(1195)

C2 50-D19×6500
C1

50
-D
19
×
70
00

C3
50-D19×

5000

C4 53-D19×5500 C5
53-D

19×
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5500
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 平面図 
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 側面図 

2
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5
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0.6
坑門工

3@10.5

=31.5

DⅢa

8.0
10.5

0.6
坑門工

起
点
側
坑口

NO
.6
4+
5.0

迂回路トンネル L=439.000m

終
点
側
坑口

NO
.8
6+
4.0

7.0

48.4 12.4
DⅢa

10.5

16.0
DⅢ-1

600
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H1 57-D16×9700

R1=4200 R1=4200350 350

イ
ン
バ
ー
ト
部

ア
ー
チ
部

H1 D16

H2 D16
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4
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0
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r1
=4
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10.5

工事名

図面名

作成年月日

縮  尺

事業者名

図面番号

会社名

令和 3 年 11 月

鳴瀬川総合開発漆沢地区トンネル設計業務

東京コンサルタンツ 株式会社

／ 551:50

迂回路トンネル 本体工補強鉄筋図(3)

 迂回路トンネル 本体工補強鉄筋図(3)      
ＤⅢａ・ＤⅢｗ 坑口部断面

S=1:50
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工事名

図面名

作成年月日

縮  尺

事業者名

図面番号

会社名

令和 3 年 11 月

鳴瀬川総合開発漆沢地区トンネル設計業務

東京コンサルタンツ 株式会社

／ 551:200

迂回路トンネル 起点側 坑門工平面図

 迂回路トンネル 起点側 坑門工平面図       S=1:200
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工事名

図面名

作成年月日

縮  尺

事業者名

図面番号

会社名

令和 3 年 11 月

鳴瀬川総合開発漆沢地区トンネル設計業務

東京コンサルタンツ 株式会社

／ 551:100

迂回路トンネル 起点側 坑門工一般図

 迂回路トンネル 起点側 坑門工一般図       S=1:100

18



R=
42
00R=

85
00

R=6300

18500

9500 5000 4000

100 2@200

=400
70@250=17500 2@200

=400

100

3625 1328 4547 4547 753 3700

8
2
50

7
2
50

1
0
00

1
0
0

4
@
75

=
3
00

1
0
0

3
0
83

2
5
00

2
6
67

8
2
50

1
0
0
4
@
75

=
3
00

1
0
0

1 - 1

D192
C

D193
C

D191
C

D291
P

D291
P

D1317
H

D1317
H

D292
H

D296
H

D291
H

D295
H

D294
H

D298
H

D297
H

D291
V

D1610
V

D224
V

D1611
V

D169
V

D222
V

D223
V

D1312
V

D293
H

3
8
@
1
2
5
=
47
50

1
2
@
2
5
0
=
30
00

3
8
@
1
2
5
=
47
50

1
2
@
2
5
0
=
30
00

3 - 3

18500

6
0
0

1
0
0
4
0
0
1
0
0

D295
H

D297
H

D1613
H

D13

6
0
0

1
0
0
4
0
0
1
0
0

1
V 0

D1317
H

9500

100

2@200

=400

5900 3100

58@250=14500 400

D1615
H

2
5
0

3
5
0

6
0
0

600

100400100

5
0
0

7
0
09

2
2
00

1
0
0

8
@
2
5
0
=
2
00
0

1
0
0

2 - 2

ハンチ筋

継ぎ筋

14

14

D192
C

D291
P

さし筋
D165

V

D1312
V

D13

D293
P

D292
P

D291
V

1
V0

本体工にて計上

本体工にて計上

D293
P

D292
P
継ぎ筋

ハンチ筋
D293

P
D292

P
継ぎ筋

ハンチ筋

さし筋さし筋

3 3

2

2

5

5

工事名

図面名

作成年月日

縮  尺

事業者名

図面番号

会社名

令和 3 年 11 月

鳴瀬川総合開発漆沢地区トンネル設計業務

東京コンサルタンツ 株式会社

／ 551:50

迂回路トンネル 起点側 坑門工配筋図(1)

 迂回路トンネル 起点側 坑門工配筋図(1)      S=1:50

19



R=
42
00R=

85
00

R=6300

18500

9500 5000 4000

100 2@200

=400
70@250=17500 2@200

=400

100

3625 1328 4547 4547 753 3700

8
2
50

7
2
50

1
0
00

1
0
0
2
@
1
50

=
3
00

3
1
@
2
5
0
=
77
50

1
0
0

3
0
83

2
5
00

2
6
67

8
2
50

1
0
0
2
@
1
50

=
3
00

3
1
@
2
5
0
=
77
50

1
0
0

4 - 4

D192
C

D191
C

D193
C

D291
P

D291
P

D1317
H

D1317
H

D1611
H

D1614
H

D199
H

D1613
H

D1910
H

D1616
H

D1615
H

D1612
H

D165
V

D1610
V

D168
V

D1611
V

D169
V

D166
V

D167
V

D1312
V

600

100 400100

8
2
50

1
0
0

1
0
0

8
2
50

1
0
0

1
0
0

5 - 5

D16

D22

D13

D13

1
2
@
2
5
0
=
30
00

12
V

6
V

2
V

1
V 0

2
@
1
50

=
3
00

3
1
@
2
5
0
=
77
50

4
@
75

=
3
00

3
8
@
1
2
5
=
47
50さし筋さし筋

工事名

図面名

作成年月日

縮  尺

事業者名

図面番号

会社名

令和 3 年 11 月

鳴瀬川総合開発漆沢地区トンネル設計業務

東京コンサルタンツ 株式会社

／ 551:50

迂回路トンネル 起点側 坑門工配筋図(2)

 迂回路トンネル 起点側 坑門工配筋図(2)      S=1:50

20



R=
43
00

R=6400

643
1
0
64

64
3

1
0
64

6500

600

978

3293

52
93 (600以

上
)

3－D19×70001
C

3－D19×65002
C

3－D19×50003
C

8
0
50

8
0
50

5
－

D
2
2
×

80
50

2
V

6
－

D
1
6
×

80
50

6
V

9000

7000

7000

9000

7
H

8
H

15
H

16
H

910以上

910以上

500以上

500以上

5－D29×90005
H

4－D29×70006
H

5－D16×700013
H

4－D16×900014
H

5
0
0

500

5
0
0

500 500

153°

146°

124°

130°

117° 140°

8020

47
33

4724

5
0
0

2－D16×90209
V

2－D16×573010
V

2－D16×574011
V

778

1040

9
1
0

1140

9
1
0

135°

135°

4900

9
1
0 107－D29×58101

P

107－D29×27303
P

107－D29×20502
P

1
9
5

1
9
5

1
0
0

437

355

400

47－D13×79017
H

74－D13×75012
V

130－D13×6401
V0

工事名

図面名

作成年月日

縮  尺

事業者名

図面番号

会社名

令和 3 年 11 月

鳴瀬川総合開発漆沢地区トンネル設計業務

東京コンサルタンツ 株式会社

／ 551:50

迂回路トンネル 起点側 坑門工配筋図(3)

 迂回路トンネル 起点側 坑門工配筋図(3)      S=1:50

21



4000

4600

15@250=3750 100750

5
0
0

1
0
0

1
0
0
3
0
0

600

7
6

7
6

8 - 8

4600

600 4000

150 15@250=3750 100

2
5
00

1
5
00

1
0
00

1
0
0
2
1
7

7
@
2
5
0
=
1
75
0

2
@

=
3
33

1
0
0

600 500 3500

6 - 6

8 8

D139
R

D1310
R

D167
R

D166
R

D192
R

D191
R

D168
R

4600

600 4000

150 15@250=3750 100

2
5
00

1
5
00

1
0
00

1
0
0
2
1
7

7
@
2
5
0
=
1
75
0

2
@

=
3
33

1
0
0

600 500 3500

7 - 7

D139
R

D1310
R

D167
R

D166
R

D165
R

D164
R

D168
R

2

3

1

番号 径 L

4

6

5

D19

本数

1

1

1

1

1

1

6

〃

〃

〃

〃

〃

6－D19×29802
R

979

1485

2068

2652

3235

3818

2373

2

3

1

番号 径 L

4

6

5

D16

本数

1

1

1

1

1

1

6

〃

〃

〃

〃

〃

6－D16×28805
R

2

3

1

番号 径 L

4

6

5

7

9

10

8

11

13

12

D16

本数

2

26

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

26－D16×15907
R

941

1048

1155

1263

1370

1477

1584

1691

1798

1905

2013

2120

2227

1584

L L

6
0
0

5
0
0

L

6
0
0

4400

5－D19×50001
R

5
0
0

4400

5－D16×49004
R

1
9
5

1
9
5

1
0
0

331267300

11－D13×6909
R

15－D13×66010
R

11－D13×5401
R0

990

6
0
0

600

135°

135°

10－D19×21903
R

D193
R

D191
R

D164
R

D139
R

D193
R

D131
R0

2
3
00

4
－
D
1
6
×

23
00

6
R

8
3
4

500

372
1

157°

113°2－D16×50608
R

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

979

1485

2068

2652

3235

3818

2373

工事名

図面名

作成年月日

縮  尺

事業者名

図面番号

会社名

令和 3 年 11 月

鳴瀬川総合開発漆沢地区トンネル設計業務

東京コンサルタンツ 株式会社

／ 551:50

迂回路トンネル 起点側 坑門工配筋図(4)

 迂回路トンネル 起点側 坑門工配筋図(4)      S=1:50

22



2

3

1

番号 径 L

4

6

5

18

19

20

22

23

21

24

25

7

9

10

8

11

13

12

14

16

15

17

本数

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

25

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

L

25－D29×35201
H

D29

3516

2

3

1

番号 径 L

4

6

5

18

19

20

21

7

9

10

8

11

13

12

14

16

15

17

D29

本数

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

21

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

L

21－D29×25702
H

1837

1868

1882

1942

2029

2127

2234

2351

2427

2444

2476

2524

2587

2666

2763

2878

3014

3172

3356

3571

3823

2570

2

3

1

番号 径 L

4

6

5

18

19

20

22

23

21

24

25

7

9

10

8

11

13

12

14

16

15

17

本数

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

25

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

L

25－D29×41103
H

D29

4103

2

3

1

番号 径 L

4

6

5

18

19

20

21

7

9

10

8

11

13

12

14

16

15

17

D29

本数

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

21

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

L

21－D29×27604
H

1341

1476

1630

1865

2127

2400

2682

2719

2722

2740

2772

2819

2882

2962

3058

3174

3309

3468

3652

3867

4119

2752

2

3

1

番号 径 L

4

5

D29

本数

1

1

1

1

1

5

〃

〃

〃

〃

L

6500

7500

8000

8500

9000

7900

5－D29×79007
H

2

3

1

番号 径 L

4

D29

本数

1

1

1

1

4

〃

〃

〃

L

9000

9500

10000

10500

9750

4－D29×97508
H

2

3

1

番号 径 L

4

6

5

18

19

20

22

21

7

9

10

8

11

13

12

14

16

15

17

本数

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

22

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

L

22－D19×31009
H

D19 1682

1872

1870

1907

1984

2077

2179

2291

2413

2549

2699

2863

3043

3239

3452

3683

3933

4205

4501

4825

5182

5581

3092

2

3

1

番号 径 L

4

6

5

18

19

20

22

21

7

9

10

8

11

13

12

14

16

15

17

本数

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

22

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

L

22－D19×375010
H

D19 1133

1427

1530

1742

1995

2262

2540

2827

3124

3434

3759

4099

4454

4801

4889

4995

5120

5267

5438

5637

5869

6143

3749

2

3

1

番号 径 L

D16

本数

1

1

1

3

〃

〃

L

6037

6576

7268

6627

3－D16×663011
H

2

3

1

番号 径 L

D16

本数

1

1

1

3

〃

〃

L

6474

6707

6900

6694

3－D16×670012
H

2

3

1

番号 径 L

4

D16

本数

1

1

1

1

4

〃

〃

〃

L

2

3

1

番号 径 L

4

5

D16

本数

1

1

1

1

1

5

〃

〃

〃

〃

L

6500

7000

8000

8500

7500

8000

9000

9500

10000

10500

9400

4－D16×750016
H

5－D16×940015
H

1682

1872

1870

1907

1984

2077

2179

2291

2413

2549

2699

2863

3043

3239

3452

3683

3933

4205

4501

4825

5182

5581

6037

6576

7268

1133

1427

1530

1742

1995

2262

2540

2827

3124

3434

3759

4099

4454

4801

4889

4995

5120

5267

5438

5637

5869

6143

6474

6707

6900

工事名

図面名

作成年月日

縮  尺

事業者名

図面番号

会社名

令和 3 年 11 月

鳴瀬川総合開発漆沢地区トンネル設計業務

東京コンサルタンツ 株式会社

／ 551:50

迂回路トンネル 起点側 坑門工配筋図(5)

 迂回路トンネル 起点側 坑門工配筋図(5)      S=1:50

23



2

3

1

番号 径 L

4

6

5

18

19

7

9

10

8

11

13

12

14

16

15

17

D29

本数

1

37

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

37－D29×32501
V

8050

3248

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

3

1

番号 径 L

4

6

5

7

9

10

8

11

13

12

14

15

D22

本数

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

15

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

15－D22×42003
V

876

1276

1676

2176

2676

3176

3676

4176

4676

5176

5676

6176

6676

7176

7676

4196

2

3

1

番号 径 L

4

6

5

18

7

9

10

8

11

13

12

14

16

15

17

D22

本数

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

18

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

18－D22×54104
V

2400

2700

3000

3375

3750

4125

4500

4875

5250

5625

6000

6375

6750

7125

7500

7863

8030

8050

5405

2

3

1

番号 径 L

4

6

5

18

7

9

10

8

11

13

12

14

16

15

17

D16

本数

1

35

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

35－D16×29805
V

2000

2007

2029

2066

2118

2186

2270

2372

2493

2636

2801

2994

3219

3484

3802

4196

4722

5646

2974

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

3

1

番号 径 L

4

6

5

7

9

10

8

11

13

12

14

15

D16

本数

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

15

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

15－D16×42007
V

2

3

1

番号 径 L

4

6

5

18

7

9

10

8

11

13

12

14

16

15

17

D16

本数

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

19

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

19－D16×55508
V

5544

単位重量(kgf/m)符号 長さ(mm)径 本数 総重(kg)1本当り重量(kg) 摘要

鉄筋質量表

 1H 253 520 5.04 17.74 444

 1V D13 0.9950

H 2

H 3

H 4

H 5

H 6

H 7

H 8

H 9

H 10

H 11

H 12

H 13

H 14

H 15

V 1

 2

 3

 4

 5

 6

 7

 8

 9

 10

 11

V

V

V

V

V

V

V

V

V

V

R 1

 2

 3

 4

 5

 6

 7

 8

 9

 10

55 000 11.25 56D29

D29 5.04

D22 3.04

D22

D22

D16 1.56

D13 0.995

D16 1.56

D16 1.56

D16 1.56

D16 1.56

D13 0.995

D16 1.56

D16 1.56

D16 1.56

D16 1.56

D13 0.995

単位重量(kgf/m)符号 長さ(mm)径 本数 総重(kg)1本当り重量(kg) 摘要

鉄筋質量表

D13 0.995

D16

総合計

D13

D19

D22
kg

kg

kg

kg

kg
610

610

1 017

200

11 043

D19 2.25

D19 2.25

D16

3.04

3.04

1.56

H 16

H 17

D16 1.56

D16 1.56

5.04D29

5.04D29

5.04D29

5.04D29

5.04D29

5.04D29

5.04D29

 12V

D16 1.56

D16 1.56

 1P D29 5.04

 2P

 3P

D29 5.04

D29 5.04

 1C D19 2.25

 2C

 3C

D19 2.25

D19 2.25

 1 D13 0.9950

D19 2.25

D16 1.56

D16 1.56

D16 1.56

D16 1.56

D29
kg

8 606

D19 2.25

D19 2.25

R

R

R

R

R

R

R

R

R

R

62 980 6.71 40

102 190 4.93 49

54 900 7.64 38

62 880 4.49 27

42 300 3.59 14

261 590 2.48 64

25 060 7.89 16

11690 0.69 8

15660 0.66 10

11540 0.54 6

212 570 12.95 272

254 110 20.71 518

212 760 13.91 292

59 000 45.36 227

47 000 35.28 141

57 900 39.82 199

49 750 49.14 197

223 100 6.98 154

223 750 8.44 186

36 630 10.34 31

36 700 10.45 31

57 000 10.92 55

49 000 14.04 56

59 400 14.66 73

47 500 11.70 47

47790 0.79 37

373 250 16.38 606

58 050 24.47 122

154 200 12.77 192

185 410 16.45 296

352 980 4.65 163

68 050 12.56 75

154 200 6.55 98

195 550 8.66 165

29 020 14.07 28

25 730 8.94 18

25 740 8.95 18

74750 0.75 56

130640 0.64 83

1075 810 29.28 3 133

1072 050 10.33 1 105

1072 730 13.76 1 472
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L L L
L

L

L

19 1〃 8050

2400

2700

3000

3375

3750

4125

4500

4875

5250

5625

6000

6375

6750

7125

7500

7863

8030

8050

2000

2007

2029

2066

2118

2186

2270

2372

2493

2636

2801

2994

3219

3484

3802

4196

4722

5646

876

1276

1676

2176

2676

3176

3676

4176

4676

5176

5676

6176

6676

7176

7676

4196

2.25

2.25

2.25

7 000 15.75 47

36 500 14.63 44

35 000 11.25 34

σ

 a= 19×31.25＝594≒600mm

〔σsa（鉄筋許容引張応力度）=200N/mm2,τoa（コンクリート許容付着応力度）=1.6N/mm2〕

注1）継手長及び定着長は La=      　 　　  =31.25φ以上とする。
4・τ

sa

   異形鉄筋はSD345とする。

・φ
oa

坑門工配筋における重ね継手長

　  コンクリートはσck=24.0N/mm  　　 を使用する。

注2）

2,

継手は千鳥を基本とするが、いも継とする場合の継手長は、通常の1.3倍とする。
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迂回路トンネル 起点側 坑門工配筋図(6)

 迂回路トンネル 起点側 坑門工配筋図(6)      S=1:50
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単位重量(kgf/m)符号 長さ(mm)径 本数 総重(kg)1本当り重量(kg) 摘要

鉄筋質量表

 1H 253 520 5.04 17.74 444

 1V D13 0.9950

H 2

H 3

H 4

H 5

H 6

H 7

H 8

H 9

H 10

H 11

H 12

H 13

H 14

H 15

V 1

 2

 3

 4

 5

 6

 7

 8

 9

 10

 11

V

V

V

V

V

V

V

V

V

V

L 1

 2

 3

 4

 5

 6

 7

 8

 9

 10

D29

D29 5.04

D25 3.98

D22

D16 1.56

D13 0.995

D16 1.56

D16 1.56

D16 1.56

D16 1.56

D13 0.995

D16 1.56

D16 1.56

D16 1.56

D16 1.56

D13 0.995

単位重量(kgf/m)符号 長さ(mm)径 本数 総重(kg)1本当り重量(kg) 摘要

鉄筋質量表

D13 0.995

D16

総合計

D13

D19

D22
kg

kg

kg

kg

kg

D25
kg

3 450

314

431

1 175

199

10 019

D19 2.25

D19

3.04

2.25

H 16

H 17

D16 1.56

D16 1.56

3.98D25

 12

 13

V

V

D16 1.56

D16 1.56

 1P D29 5.04

 2P

 3P

 1C D19 2.25

 2C

 3C

D19 2.25

D19 2.25

 1 D13 0.9950

D16 1.56

D16 1.56

D16 1.56

D16 1.56

D29
kg

4 450

 14

 15

V

V

D16 1.56

D16 1.56

 4P

 5P

 6P

D25 3.98

D25 3.98

37 000 15.75 47

L

L

L

L

L

L

L

L

L

L

D25 3.98

D25 3.98

D29 5.04

D25 3.98

D29 5.04

D25 3.98

5.04D29

5.04D29

5.04D29

5.04D29

3.98D25

3.98D25

3.98D25

D22

D19

3.04

2.25

212 570 12.95 272

510 800 54.43 272

46 000 30.24 121

47 500 37.80 151

252 720 10.83 271

211 860 7.40 155

56 500 25.87 129

44 500 17.91 72

223 100 6.98 154

36 630 10.34 31

252 720 4.24 106

56 800 10.61 53

48 880 13.85 55

510 000 15.60 78

48 000 12.48 50

48790 0.79 38

193 220 16.23 308

183 290 13.09 236

58 050 24.47 122

154 200 12.77 192

38 050 18.11 54

76 220 14.00 98

182 950 4.60 83

173 010 4.70 80

68 050 12.56 75

154 200 6.55 98

48 050 12.56 50

76 220 9.70 68

24 550 7.10 14

29 020 14.07 28

66750 0.75 50

116640 0.64 74

545 810 29.28 1 581

2 050 10.33 558

2 730 13.76 743

535 690 22.65 1 200

1 790 7.12 377

2 470 9.83 521

36 500 14.63 44

35 000 11.25 34

46 190 24.64 99

153 780 15.04 226

162 570 10.23 164

45 900 9.20 37

153 490 5.44 82

44 300 6.71 27

342 610 4.07 138

26 970 10.87 22

19690 0.69 13

19660 0.66 13

21540 0.54 11
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3

1
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13

12

14
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1

1

1
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1
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1

1

1

1

1

1
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〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃
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6676
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6219
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1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

18

〃

〃

〃

〃
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〃

〃

〃

18－D16×29507
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2007

2029

2066

2118

2186

2270

2372

2493

2635

2801

2994

3219

3484

3802

4196

4722

5646

2947
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1

1

1

1
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1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1
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〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

17－D16×30108
V

2007

3002

2

3

1

番号 径 L

4
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D16
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1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1
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〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

15－D16×420010
V

2

3

1

番号 径 L

4

6

5

7

D19

本数

1

1

1

1

1

1

1

7

〃

〃

〃

〃

〃

〃

7－D16×622012
V

LLL
L

L

L

876

1276

1676

2176

2676

3176

3676

4176

4676

5176

5676

6176

6676

7176

7676

4196

4876

5276

5676

6176

6676

7176

7676

6219

2029

2066

2118

2186

2270

2372

2493

2635

2801

2994

3219

3484

3802

4196

4722

5646

54

53

54

53

σ

 a= 19×31.25＝594≒600mm

〔σsa（鉄筋許容引張応力度）=200N/mm2,τoa（コンクリート許容付着応力度）=1.6N/mm2〕

注1）継手長及び定着長は La=      　 　　  =31.25φ以上とする。
4・τ

sa

   異形鉄筋はSD345とする。

・φ
oa

坑門工配筋における重ね継手長

　  コンクリートはσck=24.0N/mm  　　 を使用する。

注2）

2,

継手は千鳥を基本とするが、いも継とする場合の継手長は、通常の1.3倍とする。
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84
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53
1

5
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00

5
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00

N
O.
86
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53
1

計画高

インバート

中央排水管 敷高

1
.
3
04

左側側溝 敷高

右側側溝 敷高

2
23
.
96
6

2
24
.
26
9

2
23
.
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7

2
13
.
83
8

2
14
.
11
4

2
12
.
96
6

i=2.310%L=560.000

2
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.
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4

2
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.
44
8

2
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.
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5

2
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.
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3

2
13
.
69
3

2
23
.
59
1

2
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.
52
4

2
21
.
49
3

2
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.
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0

2
14
.
72
2

2
23
.
32
6

2
22
.
54
6

2
21
.
67
5

2
15
.
73
8

2
14
.
68
5

道路中心トンネル中心

S.L.

i%

中央排水工  300 有孔管
(高密度ポリエチレン管)

横断排水工  150×3200 有孔管
(高密度ポリエチレン管)

横断排水工  100×1100 無孔管
(高密度ポリエチレン管)

裏面排水工  30×3
(ポリエステルチューブ)

横断排水工  100×3200 無孔管
(高密度ポリエチレン管)

横断排水工  100×1050 無孔管
(高密度ポリエチレン管)

裏面排水工  30×3
(ポリエステルチューブ)

 断面図       

インバート無し

S=1:100

インバート有り

道路中心トンネル中心

6

S.L.

1
4
00

3030

1
3
04

i%

1
4
00

3030

 断面図       S=1:50

中央排水管 敷高
FH-1.304

右側側溝 敷高
FH-0.142～0.384

左側側溝 敷高
FH-0.202～0.445

工事名

図面名

作成年月日

縮  尺

事業者名

図面番号

会社名

令和 3 年 11 月

鳴瀬川総合開発漆沢地区トンネル設計業務

東京コンサルタンツ 株式会社

／ 55図示

迂回路トンネル 排水系統図

 迂回路トンネル 排水系統図 
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S.L.

1
8
50

1
4
00

1
4
00

R1=4200

R2=6300

道路中心トンネル中心

6

S.L.
1
8
50

1
4
00

1
4
00

R1=4200

2750 2750280220 280 220

R2=6
300

2750 2750280220 280 220

道路中心トンネル中心

6

S.L.

1
8
50

1
4
00

1
4
00

R1=4200

R2=6300 2750 2750280220 280 220

4235 4235

4235 4235

4235 4235

道路中心トンネル中心

6

S.L.

1
8
50

1
4
00

1
4
00

R1=4200

R2=6300 2750 2750280220 280 220

4287 4287

a

b

道路中心トンネル中心

6

 ＤⅡ断面 

 ＤⅠ－ｂ断面 

 ＣⅡ－ｂ断面  ＤⅢａ断面 

中央排水工  300 有孔管
(高密度ポリエチレン管)

横断排水工  150×3200 有孔管
(高密度ポリエチレン管)

横断排水工  100×1100 無孔管
(高密度ポリエチレン管)

横断排水工  150×3200 有孔管
(高密度ポリエチレン管)

横断排水工  100×1100 無孔管
(高密度ポリエチレン管)

裏面排水工  30×3
(ポリエステルチューブ)

裏面排水工  30×3
(ポリエステルチューブ)

中央排水工  300 有孔管
(高密度ポリエチレン管)

横断排水工  100×3200 無孔管
(高密度ポリエチレン管)

横断排水工  100×1050 無孔管
(高密度ポリエチレン管)

横断排水工  100×3200 無孔管
(高密度ポリエチレン管)

横断排水工  100×1050 無孔管
(高密度ポリエチレン管)

裏面排水工  30×3
(ポリエステルチューブ)

裏面排水工  30×3
(ポリエステルチューブ)

中央排水工  300 有孔管
(高密度ポリエチレン管)

横断排水工  100×3200 無孔管
(高密度ポリエチレン管)

横断排水工  100×1050 無孔管
(高密度ポリエチレン管)

横断排水工  100×3200 無孔管
(高密度ポリエチレン管)

横断排水工  100×1050 無孔管
(高密度ポリエチレン管)

裏面排水工  30×3
(ポリエステルチューブ)

裏面排水工  30×3
(ポリエステルチューブ)

中央排水工  300 有孔管
(高密度ポリエチレン管)

横断排水工  100×3200 無孔管
(高密度ポリエチレン管)

横断排水工  100×1100 無孔管
(高密度ポリエチレン管)

横断排水工  100×3200 無孔管
(高密度ポリエチレン管)

横断排水工  100×1100 無孔管
(高密度ポリエチレン管)

裏面排水工  30×3
(ポリエステルチューブ)

裏面排水工  30×3
(ポリエステルチューブ)

a

a

a

b

b

b

道路中心トンネル中心

6

S.L.

1
8
50

1
4
00

1
4
00

R1=4200

R2=6300 2750 2750280220 280 220

4287 4287

 ＤⅢｗ断面面 

中央排水工  300 有孔管
(高密度ポリエチレン管)

横断排水工  100×3200 無孔管
(高密度ポリエチレン管)

横断排水工  100×1100 無孔管
(高密度ポリエチレン管)

横断排水工  100×3200 無孔管
(高密度ポリエチレン管)

横断排水工  100×1100 無孔管
(高密度ポリエチレン管)

裏面排水工  30×3
(ポリエステルチューブ)

裏面排水工  30×3
(ポリエステルチューブ)

a

b

工事名

図面名

作成年月日

縮  尺

事業者名

図面番号

会社名

令和 3 年 11 月

鳴瀬川総合開発漆沢地区トンネル設計業務

東京コンサルタンツ 株式会社

／ 551:50

迂回路トンネル 排水工詳細図(1)

 迂回路トンネル 排水工詳細図(1)      S=1:50
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ＣⅡ－ｂ断面

中央排水工  300 有孔管
(高密度ポリエチレン管)

横断排水工  150 有孔管
(高密度ポリエチレン管)

横断排水工  100 無孔管
(高密度ポリエチレン管)

裏面排水工  30×3
(ポリエステルチューブ) 接続管 5

0
0
00

イ
ン
バ
ー
ト
無
し

イ
ン
バ
ー
ト
有
り

 平面図       S=1:50

5
0
0
00

ＤⅠ－ｂ断面

中央排水工  300 有孔管
(高密度ポリエチレン管)

横断排水工  100 無孔管
(高密度ポリエチレン管)

横断排水工  100 無孔管
(高密度ポリエチレン管)

裏面排水工  30×3
(ポリエステルチューブ) 接続管

5
0
0
00

ＤⅡ断面

中央排水工  300 有孔管
(高密度ポリエチレン管)

横断排水工  100 無孔管
(高密度ポリエチレン管)

横断排水工  100 無孔管
(高密度ポリエチレン管)

裏面排水工  30×3
(ポリエステルチューブ) 接続管

ＤⅢａ断面

中央排水工  300 有孔管
(高密度ポリエチレン管)

横断排水工  100 無孔管
(高密度ポリエチレン管)

横断排水工  100 無孔管
(高密度ポリエチレン管)

裏面排水工  30×3
(ポリエステルチューブ) 接続管

ＤⅢｗ断面

中央排水工  300 有孔管
(高密度ポリエチレン管)

横断排水工  100 無孔管
(高密度ポリエチレン管)

横断排水工  100 無孔管
(高密度ポリエチレン管)

裏面排水工  30×3
(ポリエステルチューブ) 接続管

5
0
0
00

5
0
0
00

5
0
0
00

 
1
50

 300

900

6
0
0

 接続管      S=1:10

(インバート無し)

 
1
00

 300

900

6
0
0

(インバート有り)

 ｂ部詳細図      S=1:20

(インバート有り)(インバート無し)

吹付コンクリート 防水シート

覆工コンクリート

横断排水工
引出し用ジョイントパイプ
 100×150用

横断排水工  150 有孔管
(高密度ポリエチレン管)

横断排水工  100 無孔管
(高密度ポリエチレン管)

裏面排水工  30×3
(ポリエステルチューブ)

横断排水工
引出し用ジョイントパイプ
 100×100用

吹付コンクリート 防水シート

覆工コンクリート

裏面排水工  30×3
(ポリエステルチューブ)

インバートコンクリート 横断排水工  100 無孔管
(高密度ポリエチレン管)

接続管中央排水工  300 有孔管
(高密度ポリエチレン管)

横断排水工  150 有孔管
(高密度ポリエチレン管)

 ａ部詳細図      S=1:20

(インバート有り)(インバート無し)

 300
 300

接続管中央排水工  300 有孔管
(高密度ポリエチレン管)

横断排水工  100 無孔管
(高密度ポリエチレン管)

 横断排水工      S=1:10

(インバート有り)(インバート無し)

800

5
5
0

2
5
0 3

00

200 200

1
5
0

1
0
0

400 200200

高密度ポリエチレン管
 300 t=22 (有孔管)

フィルター材
(RC-40)

 中央排水工      S=1:20

(インバート有り)(インバート無し)

600

2
5
0 3

00

1
5
0

1
0
0

高密度ポリエチレン管
 300 t=22 (有孔管)

フィルター材
(RC-40)

2222

1
7
5

3
7
5

1
0
0

7
5

5
5
0

300300

600

125125

250

450

160160

320

 100
8

 150
12

高密度ポリエチレン管
 100 t=8 (無孔管)

フィルター材
(RC-40)

高密度ポリエチレン管
 150 t=12 (有孔管)

フィルター材
(RC-40)

320

(1ヶ所当り)横断排水工材料表

接続管

接続管

高密度ポリエチレン管

高密度ポリエチレン管

高密度ポリエチレン管

フィルター材

引出し用ジョイントパイプ

 300× 150用

 300× 100用

 100(無孔管)

 150(有孔管)

RC-40

 100× 150用

名 称 形状寸法 単位

個

m3

数 量

0.000

6.400

0.963

2.200

00

1

00

引出し用ジョイントパイプ

 100(無孔管)

 100× 100用

m

m

m

個

個

個

ＣⅡ－ｂ

1

1

00

00

ＤⅠ－ｂ

1

1

00

00

ＤⅡ

1

摘 要

(10m当り)中央排水溝材料表

高密度ポリエチレン管

高密度ポリエチレン管

フィルター材

 300(無孔管)

 300(有孔管)

RC-40

名 称 形状寸法 単位

m3

数 量

10.000

10.000

3.871

m

m

インバート無し インバート有り
摘 要

(10m当り)裏面排水工材料表

ポリエステルチューブ  30×3

名 称 形状寸法 単位 数 量

20.000

摘 要

両側m

10.000

10.000

3.871

6.400

0.000

0.866

2.100

6.400

0.000

0.889

2.100

1
5
0

3
7
5

5
2
5

1

00

00

ＤⅢａ

1

6.400

0.000

0.889

2.200

1

00

00

ＤⅢｗ

1

6.400

0.000

0.889

2.200

工事名

図面名

作成年月日

縮  尺

事業者名

図面番号

会社名

令和 3 年 11 月

鳴瀬川総合開発漆沢地区トンネル設計業務

東京コンサルタンツ 株式会社

／ 55図示

迂回路トンネル 排水工詳細図(2)

 迂回路トンネル 排水工詳細図(2) 

35



2%

 側溝      S=1:10
Ⅳ型

グレーチング

 2
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50 50

1
0
0

敷モルタル t=20

基礎コンクリート

140 80 140

3
7
0

9
0

2
0
0

9
2
.9

2
0

3
8
2
.9

1
0
0

1
0

2
5
0

20080 80

50 360 50

460

2
0

80 200 80

20 20

 2
00

360

20 20

600197.5 197.5

1
0
0

6
0
0

4
4

995

 側溝集水桝      S=1:10

(10m当り)側溝材料表

円形水路  200

名 称 形状寸法 単位 数 量

5.000

摘 要

グレーチング付個

敷モルタル t=20mm 0.072

均しコンクリート 0.460

型枠 2.000

グレーチング 5.000枚

歩車道境界ブロック H=250 16.67個

敷モルタル t=10mm 0.014

掘削 0.510

残土 0.460

埋戻し 0.050

m3

m3

m2

m3

m3

m3

(1ヶ所当り)側溝集水桝材料表

集水桝

名 称 形状寸法 単位 数 量

1.000

摘 要

グレーチング付

グレーチング t=30mm 1.000

歩車道境界ブロック 1.000

枚

個

敷モルタル t=10mm 0.001

掘削 0.094

残土 0.072

埋戻し 0.022

個

m3

m3

m3

m3

m3

敷モルタル t=10

1
0

2
5
0

6
0
0

1
0
0

敷モルタル t=10

歩車道境界ブロック 歩車道境界ブロック

グレーチング

360

 
2
00

8
0

8
0

3
6
0

995 995

5000050000 50000

 位置図      S=1:10

工事名

図面名

作成年月日

縮  尺

事業者名

図面番号

会社名

令和 3 年 11 月

鳴瀬川総合開発漆沢地区トンネル設計業務

東京コンサルタンツ 株式会社

／ 551:10

迂回路トンネル 排水工詳細図(3)

 迂回路トンネル 排水工詳細図(3) 
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S.L.

1
8
50

4
2
00

3
0
0

1
0
0

4
0
0

6
0
506
4
50

トンネル中心

R1
=4
20
0

30
0

10
0

R2=6
300

S.L.

トンネル中心

1
8
50

4
2
00

3
0
0

1
5
0

4
5
0

313

6
0
506
5
00

104

 ＤⅠ－ｂ断面 

R1
=4
20
0

30
0

R2=6300

8678

300
150

15
0

 ＣⅡ－ｂ断面 

防水シート (t=0.8mm)
(透水性緩衝材 t=3.0mm)

吹付けコンクリート t=100
(σck=18N/mm2)

覆工コンクリート t=300
(18-15-40-BB W/C≦60%)

3922 3922 313 104

防水シート L=17887

A

R3
=8
50
0

r3=8950
22°6'6"

A

22°6'6"

31981194 3367 1025

8784

防水シート L=17887B

B

R4
=1
50
0

r4
=2
59
5

防水シート (t=0.8mm)
(透水性緩衝材 t=3.0mm)

吹付けコンクリート t=150
(σck=18N/mm2)

覆工コンクリート t=300
(18-15-40-BB W/C≦60%)

インバートコンクリート t=450
(18-8-40-BB W/C≦60%)

数量表
数　量

項　目

単位数量
防水シート

(透水性緩衝材

t=0.8mm

t=3.0mm)

形状寸法

m

単位

17.887

ＣⅡ－ｂ

17.887

ＤⅠ－ｂ

 断面詳細図      

1000

5
0

1
0
0

3
0
0 4
0
0

鋼アーチ支保工
H-125×125×6.5×9

ロックボルト L=3000
TD24(STD510)

吹付けコンクリート t=100
(σck=18N/mm2)

覆工コンクリート t=300
(18-15-40-BB W/C≦60%)

A-A 断面

S=1:20

5
0

防水シート t=0.8m
(透水性緩衝材 t=3.0mm)

 断面詳細図      

B-B 断面

S=1:20

1000

5
0

1
0
0

1
5
0

3
0
0 4
5
0

ロックボルト L=4000
TD24(STD510)

金網
 5×150×150

吹付けコンクリート t=150
(σck=18N/mm2)

覆工コンクリート t=300
(18-15-40-BB W/C≦60%)

鋼アーチ支保工
H-125×125×6.5×9

防水シート t=0.8m
(透水性緩衝材 t=3.0mm)

工事名

図面名

作成年月日

縮  尺

事業者名

図面番号

会社名

令和 3 年 11 月

鳴瀬川総合開発漆沢地区トンネル設計業務

東京コンサルタンツ 株式会社

／ 55図示

迂回路トンネル 防水工図(1)

 迂回路トンネル 防水工図(1)       
ＣⅡ－ｂ断面・ＤⅠ－ｂ断面

S=1:50
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S.L.

1
8
50

4
2
00

3
0
0

2
0
0

6
0
0

6
0
506
6
50

トンネル中心

 ＤⅡ断面 

31981246 3386 1058

8888

1
0
0

R1
=4
20
0

30
0

R2=6300

300
150

20
0

R3
=8
50
0

22°6'6" 22°6'6"

C

C

R4
=1
50
0

r3=9000

r4
=2
57
0

10
0

防水シート (t=0.8mm)
(透水性緩衝材 t=3.0mm)

吹付けコンクリート t=200
(σck=18N/mm2)

覆工コンクリート t=300
(18-15-40-BB W/C≦60%)

インバートコンクリート t=500
(18-8-40-BB W/C≦60%)

DD

変形余裕量 t=100

防水シート L=18201

数量表
数　量

項　目

単位数量
防水シート

(透水性緩衝材

t=0.8mm

t=3.0mm)

形状寸法

m

単位

18.201

ＤⅡ

 断面詳細図      

C-C 断面

S=1:20  断面詳細図      

D-D 断面

S=1:20

1000

5
0

1
5
0

2
0
0

3
0
0

6
0
0

ロックボルト L=4000
TD24(STD510)

金網
 5×150×150

吹付けコンクリート t=200
(σck=18N/mm2)

1000

5
0

1
5
0

2
0
0

3
0
0 5
0
0

ロックボルト L=4000
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会社名
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鳴瀬川総合開発漆沢地区トンネル設計業務

東京コンサルタンツ 株式会社

／ 55図示

迂回路トンネル 防水工図(2)

 迂回路トンネル 防水工図(2)       
ＤⅡ断面

S=1:50
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会社名

令和 3 年 11 月

鳴瀬川総合開発漆沢地区トンネル設計業務

東京コンサルタンツ 株式会社

／ 55図示

迂回路トンネル 防水工図(3)

 迂回路トンネル 防水工図(3)       
ＤⅢａ断面・ＤⅢｗ断面

S=1:50

39



監査廊部 収縮目地

監査廊部 膨張目地

迂回路トンネル L=439.000m

 平面図         SH=1:1000

起
点
側
 坑

口

No
.6
4+
5.0

終
点
側
 坑

口

No.86+4.0

SV=1: 100

3
0
30

3
0
30

50@3000=150000 2000

6
7
3～

7
2
8

6
7
3～

7
2
8

収縮目地

膨張目地

50@3000=150000 27@5000=1350002000

14@30000=4200002000 17000

トンネル中心

6

S.L.

1
8
50

3030 3030

6060

i%

コンクリート舗装  t=7cm
(σck=18N/mm2)

道路中心

コンクリート舗装  t=7cm
(σck=18N/mm2)

表層 密粒度As (t=5cm)

上層路盤 再生As安定処理 (t=6cm)

下層路盤 再生クラッシャラン RC-40 (t=29～50.6cm)

 断面図       S=1:50

673

728

7
0

目地材(木材)

 膨張目地(30m/ヶ所)     1:5

20

目地材

目地材

t=20

t=20

m

m

単位

0.591～0.682

1.009～1.110

数量 摘 要規 格名 称

(1ヶ所当り)

7
0

歴青質系挿入物

 カッター目地(3m･5m/ヶ所)     1:5

10

目地材

目地材

t=10

t=10

m

m

単位

0.591～0.682

1.009～1.110

数量規 格名 称

(1ヶ所当り)

杉板(右側)

杉板(左側)

摘 要

エラスタイト

エラスタイト

工事名

図面名

作成年月日

縮  尺

事業者名
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会社名

令和 3 年 11 月

鳴瀬川総合開発漆沢地区トンネル設計業務

東京コンサルタンツ 株式会社

／ 55図示

迂回路トンネル 舗装工図

 迂回路トンネル 舗装工図 
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坑内観察調査
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地表沈下測定

計 
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Ａ沈下測定

断面別測定個所数
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計測工Ｂの内容（参考）
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工事名

図面名

作成年月日

縮  尺

事業者名

図面番号

会社名

令和 3 年 11 月

鳴瀬川総合開発漆沢地区トンネル設計業務

東京コンサルタンツ 株式会社

／ 551:1000

迂回路トンネル 計測工図(1)

 迂回路トンネル 計測工図(1)        
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工事名

図面名

作成年月日

縮  尺

事業者名

図面番号

会社名

令和 3 年 11 月

鳴瀬川総合開発漆沢地区トンネル設計業務

東京コンサルタンツ 株式会社

／ 551:100

迂回路トンネル 計測工図(2)

 迂回路トンネル 計測工図(2)       S=1:100
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令和 3 年 11 月

鳴瀬川総合開発漆沢地区トンネル設計業務

東京コンサルタンツ 株式会社

／ 55図示

迂回路トンネル 起点側 坑口付施工図

 迂回路トンネル 起点側 坑口付施工図        S=1:100
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東京コンサルタンツ 株式会社

／ 55図示

迂回路トンネル 終点側 坑口付施工図

 迂回路トンネル 終点側 坑口付施工図        S=1:100
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／ 55図示

迂回路トンネル 流末処理工図(1)

 迂回路トンネル 流末処理工図(1)        S=1:100
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東京コンサルタンツ 株式会社

／ 551:10

迂回路トンネル 流末処理工図(2)

 迂回路トンネル 流末処理工図(2)       S=1:10
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／ 551:50

迂回路トンネル 加背割図(1)

 迂回路トンネル 加背割図(1)      
ＣⅡ－ｂ断面・ＤⅠ－ｂ断面

S=1:50
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／ 551:50

迂回路トンネル 加背割図(2)

 迂回路トンネル 加背割図(2)      
ＤⅡ断面・ＤⅢａ断面

S=1:50
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迂回路トンネル 加背割図(3)

 迂回路トンネル 加背割図(3)      
ＤⅢｗ断面

S=1:50
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令和 3 年 11 月

鳴瀬川総合開発漆沢地区トンネル設計業務

東京コンサルタンツ 株式会社

／ 551:400

迂回路トンネル 仮設備配置図

 迂回路トンネル 仮設備配置図       S=1:400
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─

─ ─

153.4

144.6

144.6

144.6

区分別月進 （ｍ／月）

坑門 ＤⅢa ＤⅠ-b ＣⅡ-b ＤⅡ ＤⅢa ＤⅢw 坑門

0.6 225 58 78 16.0 0.6

発破掘削

上半先進ベンチカット工法

発破掘削

迂回路Tn L=439.000m

3.00

3.70

4.02

7.92

9.38

10.09

11.19

11.73

11.98
12.09

12.24
12.31

9.22

13.81

14.91

二次覆工コンクリート

排水工等雑工　600m/月

下半掘削

全断面掘削

上半掘削

3.00

15.91

14.91

13.31

57.4

71.4

63.6

57.7

44.375 225 58 78 16.0 8.375

46.775 225 58 78 16.0 10.775

─

─

─

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

48.4 12.4

工事名

図面名

作成年月日

縮  尺

事業者名

図面番号

会社名

令和 3 年 11 月

鳴瀬川総合開発漆沢地区トンネル設計業務

東京コンサルタンツ 株式会社

／ 55図示

迂回路トンネル 工事工程表
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 迂回路トンネル 工事工程表 



S.L.

監査歩廊

2
0
0

S.L.

監査歩廊

2
0
0

3
5
0

2
5
0

350 500 350

1509

250
250

1:0.51:
0.
5

 左側 

3
5
0

2
5
0

350 500 350

1509

5
0
00

350
250

200350250

300

200

350

250

3
5
0

4
9
40

3
5
0

2
0
0 3
5
0

4
9
40

3
5
0

250

1:5

1
8
50

S.L.

監査歩廊

200350250

200

350

250

1
8
50

5
0
00

注
入
式
フ
ォ
ア
ポ
ー
リ
ン
グ

99

12
00

1
0
3
6

1
6
4

12
00

50
0

上・下半継手板 (撤去)
PL-230×230×16

鋼アーチ支保工 (撤去)
H-200×200×8×12

底板 (撤去)
PL-300×300×19

再打設ロックボルト
L=4000

ロックボルト (撤去)
L=4000

上半底板 (撤去)
PL-300×300×19

500

補強プレート
PL-200×4200 t=22

補強ボルト
L=4000

S.L.

監査歩廊

1000 1000

補強ボルト
L=4000

補強プレート
PL-200×4200 t=22

上・下半継手板 (撤去)
PL-230×230×16

鋼アーチ支保工 (撤去)
H-200×200×8×12

底板 (撤去)
PL-300×300×19

再打設ロックボルト
L=4000

1000

上半底板 (撤去)
PL-300×300×19

名　称 単位
数　量 摘 要

(1ヶ所当り)非常電話＋押ボタン式通報装置＋消火器 数量表

寸
法

覆工厚

吹付厚

掘削

吹付けコンクリート

覆工コンクリート(増分)

型枠

鉄筋(増分)

補強プレート

補強ボルト

再打設ロックボルト

鋼アーチ支保工

継手板・底板

ロックボルト切断

数　

量

補 

強 

工

撤 

去 

工

cm

cm

m3

m2

m3

m2

kg

kg

本

本

kg

kg

本

照明用管路 数量表

DⅢw　右側DⅢw　左側

2
0
0

1:5

35

25

15.124

1.109

5.254

5.445

58

391.2

20.1

4.0m×2

8

4.0m×8

75.9

35

25

16.536

1.165

5.455

5.875

60

432.0

13.3

4.0m×2

8

4.0m×8

75.9

終点側坑口

5000

工事名

図面名

作成年月日

縮  尺

事業者名

図面番号

会社名

令和 3 年 11 月

鳴瀬川総合開発漆沢地区トンネル設計業務

東京コンサルタンツ 株式会社

／ 551:30

 迂回路トンネル 照明用施設 箱抜工図(1)       
照明用管路 左側 

S=1:30
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迂回路トンネル 非常用施設 箱抜工図(1)

照明用管路位置図 



D19

記号 径

7,080C11 3

長さ 本数

2.25

単位重量

15.93 48

重量 摘 要

(1ヶ所当り)

D16 2,260H11 20 1.56 3.53 71

補強鉄筋 重量表

48

71

119

D19

D16

合計

kg

kg

kg

D19

記号 径

5,810 3

長さ 本数

2.25

単位重量

13.07 39

重量 摘 要

(1ヶ所当り)

D16 700 20 1.56 1.09 22

控除鉄筋 重量表

39

22

61

D19

D16

合計

kg

kg

kg

補 強

(1ヶ所当り)鉄筋総重量

48

71

119

D19

D16

合計

kg

kg

kg

控 除 増 分

39

22

61

D19

D16

合計

kg

kg

kg

9

49

58

D19

D16

合計

kg

kg

kg

S.L.

監査歩廊

200350250

1
8
50

5
0
00

2
0
0

350 500 350

1509

3
5
0

4
9
40

3
5
0

2
0
0

9

3
5
0

2
5
0

2
0
0

3
5
0

2
5
0

350 500 350

1509

250
250

1:0.51:
0.
5

      D19(控除)      D16(控除)
H1LC1L

     D19
C11

     D16
H11

     D19
C11

68
0

339

284

56
95

75

     D16

(控除)

H1L

     D19

(控除)

C1L

500
4
9
40

58
06

 控除鉄筋 

 ＤⅢｗ断面 

 左側 断面図 

700

580 580

2
0
0

H11 20-D16×2260H1L 20-D16×700

700

C1L 3-D19×5810 C11 3-D19×7080

1:5

    D19(控除)
C1L

     D16
H11

     D19
C11

350
250

100

100

200

350

250

工事名

図面名

作成年月日

縮  尺

事業者名

図面番号

会社名

令和 3 年 11 月

鳴瀬川総合開発漆沢地区トンネル設計業務

東京コンサルタンツ 株式会社

／ 551:30

迂回路トンネル 非常用施設 箱抜工図(2)

 迂回路トンネル 照明用施設 箱抜工図(2)       
照明用管路 左側 補強鉄筋図
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S=1:30



S.L.

監査歩廊

2
0
0

5
0
00

1
8
50

6
3

300

2
5
0

3
5
0

4
9
38

3
5
0

25
0

35
0

25
0

20
0

35
0

25
0

200 350 250

1:5

S.L.

監査歩廊

2
0
0

3
5
0

2
5
0

350 500 350

1509

250
250

1:0.51:
0.
5

 右側 

3
5
0

2
5
0

6
3

2
5
0

3
5
0

4
9
38

3
5
0

2
0
0

500350 350

1509

S.L.

監査歩廊

2
0
0

5
0
00

1
8
50

300

20
0

35
0

25
0

200 350 250

1:5

注
入
式
フ
ォ
ア
ポ
ー
リ
ン
グ

1200

1
0
5
0

1
5
0

1
2
0
0

200

上・下半継手板 (撤去)
PL-230×230×16

鋼アーチ支保工 (撤去)
H-200×200×8×12

底板
PL-300×300×19

再打設ロックボルト
L=4000

ロックボルト (撤去)
L=4000

500

上半底板 (撤去)
PL-300×300×19

S.L.

監査歩廊

1000 1000

1000

補強ボルト
L=4000

補強プレート
PL-200×4200 t=22

上・下半継手板 (撤去)
PL-230×230×16

鋼アーチ支保工 (撤去)
H-200×200×8×12

底板
PL-300×300×19

再打設ロックボルト
L=4000

上半底板 (撤去)
PL-300×300×19

補強プレート
PL-200×4200 t=22

補強ボルト
L=4000

名　称 単位
数　量 摘 要

(1ヶ所当り)非常電話＋押ボタン式通報装置＋消火器 数量表

寸
法

覆工厚

吹付厚

掘削

吹付けコンクリート

覆工コンクリート(増分)

型枠

鉄筋(増分)

補強プレート

補強ボルト

再打設ロックボルト

鋼アーチ支保工

継手板・底板

ロックボルト切断

数　

量

補 

強 

工

撤 

去 

工

cm

cm

m3

m2

m3

m2

kg

kg

本

本

kg

kg

本

照明用管路 数量表

DⅢw　右側DⅢw　左側

35

25

15.124

1.109

5.254

5.445

58

391.2

20.1

4.0m×2

8

4.0m×8

75.9

35

25

16.536

1.165

5.455

5.875

60

432.0

13.3

4.0m×2

8

4.0m×8

75.9

終点側坑口

5000

工事名

図面名

作成年月日

縮  尺

事業者名

図面番号

会社名

令和 3 年 11 月

鳴瀬川総合開発漆沢地区トンネル設計業務

東京コンサルタンツ 株式会社

／ 551:30

迂回路トンネル 非常用施設 箱抜工図(3)

 迂回路トンネル 照明用施設 箱抜工図(3)       
照明用管路 右側 
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S=1:30

照明用管路位置図
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監査歩廊
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5
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     D16
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0

35
0

25
0

 ＤⅢａ断面 

 右側 断面図 
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0
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500350 350

1509

3
5
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5
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2
0
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3
5
0

2
5
0
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1509

      D19(控除)      D16(控除)
H1RC1R

     D19
C13

     D16
H12

     D19
C12

4
9
38

500

D19

記号 径

7,640C12 3

長さ 本数

2.25

単位重量

17.19 52

重量 摘 要

(1ヶ所当り)

D16 2,260H12 20 1.56 3.53 71

補強鉄筋 重量表

52

71

123

D19

D16

合計

kg

kg

kg

D19

記号 径

6,080 3

長さ 本数

2.25

単位重量

13.68 41

重量 摘 要

(1ヶ所当り)

D16 700 20 1.56 1.09 22

控除鉄筋 重量表

41

22

63

D19

D16

合計

kg

kg

kg

補 強

(1ヶ所当り)鉄筋総重量

52

71

123

D19

D16

合計

kg

kg

kg

控 除 増 分

41

22

63

D19

D16

合計

kg

kg

kg

11

49

60

D19

D16

合計

kg

kg

kg

700

580 580

2
0
0

H1R 20-D16×700

700

H12 20-D16×2260

680

415

217

40
8

5918

C1R 3-D19×6080C12 3-D19×7640

     D16

(控除)

H1R

     D19

(控除)

C1R

 控除鉄筋 

6072

工事名

図面名

作成年月日

縮  尺

事業者名

図面番号

会社名

令和 3 年 11 月

鳴瀬川総合開発漆沢地区トンネル設計業務

東京コンサルタンツ 株式会社

／ 551:30

迂回路トンネル 非常用施設 箱抜工図(4)

 迂回路トンネル 照明用施設 箱抜工図(4)       
照明用管路 右側 補強鉄筋図

55

S=1:30



No. 図面名称 図面番号 No. 図面名称 図面番号

平面図 6 一般図 18

標準断面図 7 構造図 19

法面工図 8

吹付法枠工標準図 9 一般図 20

鉄筋挿入工標準図 10 詳細図 21

補強材詳細図 22

平面図 11

標準断面図 12

法面工図 13

吹付法枠工標準図 14

鉄筋挿入工標準図 15

一 般 構 造 物 設 計 図 面 目 次

迂回路トンネル起点側坑口部アンカー付場所打ち法枠 迂回路トンネル起点側坑口部大型ブロック積擁壁工

迂回路トンネル終点側張コンクリート積擁壁工

迂回路トンネル終点側坑口部アンカー付場所打ち法枠
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側
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口

NO
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5.
0

1:1.5

1
:
1
. 5

265

1:
0.
8

260

250

240

225

2
20

▽233.72
▽224.43

▽223.78

230
23
5

23
0

雪
崩
防
止
工
　
L=9m

迂回路トンネル　L=439
.000ｍ

国道347号

主
測
線

鉄
筋
挿
入
工

N=44本
吹
付
法
枠
工

A=68.5m 2

/

東京コンサルタンツ株式会社

図面番号1:250

平　面　図

縮    尺

事業者名

会 社 名

図 面 名

業 務 名

令和 3 年 11 月

迂回路トンネル起点側坑口法面工

平　面　図
S=1:250

迂回路トンネル起点側坑口部　アンカー付場所打ち法枠

6  22

鳴瀬川総合開発漆沢地区トンネル設計業務



D19

設計荷重

傾角

鉄筋径

鉄筋長

地山補強土工諸元

L=2.5m・3.5m（定着長：1.0m以上）

α=38.7°（法面直角方向）

Tm=28.0kN/本

2

2

反力体

配　置

削孔径

定着層の周面摩擦抵抗

吹付法枠工 200×200×1500×1500

φ65mm（定置式ドリル）

τp=0.48N/mm 

交点配置（1本/2.25m ）

※1 ：定着長は，安定勾配線の奥の基岩への長さとする。
※2 ：定着層の周面摩擦抵抗は仮定値であり，引き抜き試験により確認する必要がある。

※1

（風化岩を適用） ※2

土　工　区　分

L1

L2

切土法面整形工（土砂）

※：切土面は全て土砂として計上する。

吹付法枠工

※：法面工の数量は，別途法面工図より算出する。

標準断面図
S=1：100

/

東京コンサルタンツ株式会社

図面番号1:100

標準断面図

縮    尺

事業者名

会 社 名

図 面 名

業 務 名

令和 3 年 11 月

鳴瀬川総合開発漆沢地区トンネル設計業務

迂回路トンネル起点側坑口法面工

▽231.71

DL=230.00

1:
0.
8

L1
・
L2

3000足場仮設工

吹付法枠工
200×200

鉄筋挿入工
L=2.5m・3.5m@1.5m

主測線（解析断面）
平面図よりペーロケで作成

自破砕溶岩

W=3.0m
安
定
勾
配
線
　
1：

1.
2

注記：基準は計画法尻位置とする。
　　　最大切土高は7.0m超が予想されるが，小段を設けず1段の切土とする。

L=2.5m
L=2.5m

L=2.5m
L=2.5m

L=3.5m

L=3.5m

L=3.5m

迂回路トンネル起点側坑口部　アンカー付場所打ち法枠

7  22



S=1：100

法面工図

主
側

線

横枠長 9.8m

横枠長 9.3m

横枠長 7.9m

横枠長 7.3m
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縦
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縦
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縦
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縦
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縦
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6
.5
m

縦
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1
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縦
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1
0
.
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縦
枠
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9
.0
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縦
枠
長

7.
2m

縦
枠
長

4.
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縦
枠
長

3.
1m

基準枠（最上段横枠）

1.0 6.5
2.7

1.
6

1
.
3 1.3

4
.
0

3
.4

2.
6

2.1

2.64.2

5.5

8.6

7.8

8.3

2.
6

2
.
6

3.7

5
.7

7.21 2

3

4

5

6

7

8

9

主
側

線

1.31 1.0 1.6

8.66

4.2

5.5

8

7

7.8

8.3

7.2

1.3

4

5

3

2

5.75.5

2.1

2.6

2.6

4.2

4.0

3.4

8.3

7.2

7.8

8.6

2.6

6.5

法面面積計算表
番 号 a (m) b (m) c (m)

0.6

9.0

13.3

15.4

5.3

2.2

15.5

3.7

法面積 (m )2 備　　考

68.5合　計

地山補強土工

2.69 3.7 2.7 3.5

吹付法枠工数量表

L＝24.7＋2.4＋5.0＋6.0＋6.7＋7.3＋7.9＋9.3＋9.8

N＝90

A＝68.5

L＝70.6＋79.1－90×0.2

A＝68.5－131.7×0.2－(131.7－70.6)×0.20×0.8

V＝(131.7－70.6)×1/2×0.20×0.20×0.8

横

交点
枠　長

種　　別

合計

ラス金網
2.0×50×50

水切りモルタル

植生基材吹付工
t＝3cm

計　算　式

一　式

数　量

79.1

90

2

2

3

68.5

0.98

32.4m

〃

m

m

m

m

箇所

L＝1.7＋2.9＋4.5＋6.5＋8.6＋10.0＋10.0＋9.0＋7.2＋4.8
縦 70.6

131.7

単位

   ＋3.1＋1.9＋0.4

600@5=3000 600@5=3000250 250 550 1500

90箇所交点数

法面展開図

地山補強土工図

枠の配置基準

横枠：最下段から1/2スパン（0.75m）の高さの横枠を基準とし，1.5mピッチで配置する。

鉄筋挿入工の配置基準

　但し，1/2スパン（0.75m）以下の交点には配置しない。
1.基本的に，吹付法枠工の標準的な交点に配置する。

　　　最上段の横枠は，現計画では図に示す位置となるが，施工時の法面形状により確認すること。

2.端部の縦枠の張り出し長が1/2スパン（0.75m）以上の場合に配置する。

　　　両サイドの基準線が直線部は，曲線部からの枠ピッチが1.5m以下になるように配置する。

曲線部

ヘロンの公式

A=　s(s-a)(s-b)(s-c)

s= a ＋ b ＋ c
2

縦枠：鉛直に配置する。主側線を基準とし，法尻の切土基準線が曲線部では最上段の横枠位置で1.5mピッチになるように配置する。

迂回路トンネル起点側坑口法面工

/

東京コンサルタンツ株式会社

図面番号1:100縮    尺

事業者名

会 社 名

図 面 名

業 務 名

令和 3 年 11 月

鳴瀬川総合開発漆沢地区トンネル設計業務

法面工図

鉄筋挿入工数量表

数量（本）

32L=2.5m

鉄筋長

1500

1500

1：
0.8

切
土
法
面

3000

足場仮設工
A=3.0m

標準足場面積
（1：0.8）

2

面積計算：ヘロンの公式による。

鉄筋長
L=3.5m

鉄筋長
L=2.5m

（タイプ）
鉄筋挿入工

12L=3.5m

44合　計

迂回路トンネル起点側坑口部　アンカー付場所打ち法枠
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1500

吹付法枠用型枠

1300

植生基材吹付工
t=3cm

1
5
0
0

1
3
0
0

t=3cm
植生基材吹付工

S＝1：10

4
5

1
1
0

4
5

2
0
0

2.0×50×50

主鉄筋 D10

菱形金網

4511045

200

1
5
0
0

1
5
0
0

2
0
0

1
3
0
0

１－１

2
0
0

1
3
0
0

3
0

350

主鉄筋 D10

重ね継手詳細図

鉄筋挿入工

1
1

1

S＝1：20

1

1500

200

1
5
0
0

1
5
0
0

2
0
0

2
0
0

1
3
0
0

1
3
0
0

1500

1300

1500

1300

展　開　図

補助アンカー鉄筋
D10 L=400

1300 200

S＝1：20

200

1-D16×750

7
5
0

4
0
0

S＝1：10
 補助アンカー 

1-D10×400

S＝1：10
 主アンカー 

200 1300

1500

吹付法枠工標準図

断　面　図 S＝1：20

主アンカー鉄筋
D16 L=750

（200×200－縦1500×横1500）

水切りモルタル

水切りモルタル

160

1300
1500

1300

200

1500

200

15001300

20
0 200

1300
1500

※モルタル吹付の設計基準強度：σck=18N/mm
※鉄筋：SD345

2

1:0.8

※中詰工について
　標準として，植生基材吹付工（t=3cm）を計画する。
　吹付厚については，切土面における地層状況，硬度等を確認の上，発注者と協議のこと。

植生基材吹付工
t=3cm

鉄筋挿入工

菱形金網

2.0×50×50

水切りモルタル

D16 L=750
主アンカー鉄筋

/

東京コンサルタンツ株式会社

図面番号1:20

吹付法枠工標準図

縮    尺

事業者名

会 社 名

図 面 名

業 務 名

令和 3 年 11 月

鳴瀬川総合開発漆沢地区トンネル設計業務

迂回路トンネル起点側坑口法面工

迂回路トンネル起点側坑口部　アンカー付場所打ち法枠
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S＝1：10
鉄筋挿入工標準図

金属スペーサー

153

7
2

SUS M8

Oﾘﾝｸﾞ

1509

φ
2
5

1
5
0

定着プレート S=1:2

Oﾘﾝｸﾞ

1
0
0

150

M76

100

キャップ S=1:2

35
φ52

32

3
6
.
9
5

φ
3
5

ナット（D19用） S=1:2 ワッシャー（D19用）

φ
4
5

φ70

144 25

M76

φ
7
6

S=1:2

φ45

φ76

S=1:5

L-
30
0

L

削
孔
径φ
65

ス
ペ
ー
サ
ー

1:0.8

法
枠
高
(2
00
)10
0

（
σ
 =
24
N/
mm
 以

上
）

セ
メ
ン
ト
ミ
ル
ク

ネ
ジ
節
異
径
棒
鋼
 D
19

28

2

15
0

200×
200

吹
付
法
枠
工

150

業 務 名

図 面 名

会 社 名

事業者名

縮    尺

鉄筋挿入工標準図

1:10 図面番号

東京コンサルタンツ株式会社

/

鳴瀬川総合開発漆沢地区トンネル設計業務

ワッシャー

防錆材 定着プレート

定着ナット

キャップ

N=10/2.5  (2.5箇所/1本)

※1：最小限の定着長分を軟岩Ⅰとし，他は土砂としてを計上しており，必要があれば，発注者と協議し清算すること。

D19用 亜鉛メッキ処理

（950ｇ/本）

アルミ製

本

個

個

4.0

10

10

V=1/4×π×0.065 ×（L-0.3）×1.4×10本

W=2.25kg/m×L×10本

削　孔　工

鉄筋挿入工 数量表

種　　　別

スペーサー

グラウト材

鉄　　　筋

PL-150×150×9

D19用 亜鉛メッキ処理

σ  =24N/mm 以上

金属スペーサー

亜鉛メッキ処理

亜鉛メッキ処理

28

SD345 D19

N=2ヶ／本以上

2

規　　格

定置式ドリルφ65

2

ヶ

個

枚

3
m

kg

0.102

56.25

計　算　式 単位 L=2.5m

20

10

10

L=（L-1.3）×10本 12.0

m

処

工

理

防錆剤

キャップ

ワッシャー

部

頭
ナット

定着プレート

ボイド管 φ75 L=0.2×10本 2.0

土　砂

軟岩Ⅰ L=1.0×10本

m

m

10.0

※1

令和 3 年 11 月

迂回路トンネル起点側坑口法面工

定着プレート

定着ナット

ボイド管

4.0

10

10

0.149

78.75

L=3.5m

20

10

10

22.0

10本当り

※1.4はロス分係数

2.0

10.0

迂回路トンネル起点側坑口部　アンカー付場所打ち法枠
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21
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2

21
1

21
0

▽
22

2.
08

4

終点側坑口

NO.86+4.0

1:0.8

23
0

23
5

24
0

▽214.20▽213.55

22
5

雪崩防止工　L=2
2m 雪崩防止工　L=1

1m

雪崩防止工　L=1
7m

迂
回
路
ト
ン
ネ
ル
　
L=439.000ｍ

国道347
号

鉄
筋
挿
入
工

N=
80
本

吹
付
法
枠
工

A=
14
1.
6m

2

主
測
線

/

東京コンサルタンツ株式会社

図面番号1:250

平　面　図

縮    尺

事業者名

会 社 名

図 面 名

業 務 名

令和 3 年 11 月

鳴瀬川総合開発漆沢地区トンネル設計業務

迂回路トンネル終点側坑口法面工

平　面　図
S=1:250

迂回路トンネル終点側坑口部　アンカー付場所打ち法枠
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/

東京コンサルタンツ株式会社

図面番号1:100

標準断面図

縮    尺

事業者名

会 社 名

図 面 名

業 務 名

令和 3 年 11 月

鳴瀬川総合開発漆沢地区トンネル設計業務

迂回路トンネル終点側坑口法面工

標準断面図
S=1：100

D19

設計荷重

傾角

鉄筋径

鉄筋長

地山補強土工諸元

L=3.0m・4.0m（定着長：2.0m以上）

α=38.7°（法面直角方向）

Tm=11.3kN/本

2

2

反力体

配　置

削孔径

定着層の周面摩擦抵抗

吹付法枠工 200×200×1500×1500

φ65mm（定置式ドリル）

τp=0.08N/mm 

交点配置（1本/2.25m ）

※1 ：定着長は，安定勾配線の奥への長さとする。
※2 ：定着層の周面摩擦抵抗は仮定値であり，引き抜き試験により確認する必要がある。

※1

（N≒10程度の砂礫を適用） ※2

DL=235.00

安
定
勾
配
線
　
1：

1.2

▽231.57

1:0.8

L1・
L2

3000 足場仮設工

吹付法枠工
200×200

鉄筋挿入工
L=3.0m・4.0m@1.5m

主測線（解析断面）
平面図よりペーロケで作成

崖錐堆積物

注記：基準は計画法尻位置とする。

W=3.0m

土　工　区　分

L1

L2

切土法面整形工（土砂）

※：切土面は全て土砂として計上する。

吹付法枠工

※：法面工の数量は，別途法面工図より算出する。

L=
3.
0m

L=
3.
0mL=

4.
0m

L=
4.
0m

L=
4.
0m

L=
4.
0m

迂回路トンネル終点側坑口部　アンカー付場所打ち法枠
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S=1：100

法面工図

主
側
線

横枠長 24.0m

横枠長 23.0m

横枠長 20.6m

横枠長 18.3m

横枠長 15.1m

横枠長 12.2m

（最下段）

7
5
0

6
0
0
0

縦
枠

長
4
.
3
m

縦
枠

長
3
.
1
m

縦
枠

長
1
.
7
m

縦
枠

長
7
.
5
m

縦
枠

長
6
.
4
m

縦
枠

長
5
.
4
m

縦
枠

長
4
.
3
m

縦
枠

長
3
.
3
m

縦
枠

長
2
.
2
m

縦
枠

長
1
.
1
m

横
枠
長

35
.2
m

（
最
上
段
）

縦
枠
長

8.
3m

縦
枠
長

8
.5
m

縦
枠
長

8.
2m

縦
枠
長

7.
9m

縦
枠

長
7
.
8
m

縦
枠
長

7.
4m

縦
枠
長

7.
2m

縦
枠
長

6
.4
m

縦
枠
長

5.
6m

基準枠（最上段横枠）

11.6 7.0 6.0

14
.1

8
.
1

8.1

1.
7

8
.
5 8.

7 8.7

7
.
1

3.81.9

8.2

3.6

3.3

5.
3

5
.
3

8.01

2 3 4

5

6

7

8

主
側
線

8.11 11.6 14.1

8.76

5.3

7.1

8

7

8.7

8.2

8.5

8.1

4

5

3

2

7.13.6

8.0

3.3

6.0

5.3

3.8

8.7

1.9

1.7

8.7

7.0

8.2

8.5

法面面積計算表
番 号 a (m) b (m) c (m)

47.0

7.8

27.9

12.4

8.3

15.9

15.5

6.8

法面積 (m )2 備　　考

141.6合　計

地山補強土工

吹付法枠工数量表

L＝35.2＋12.2＋15.1＋18.3＋20.6＋23.0＋24.0

N＝118

A＝141.6

L＝106.6＋148.4－118×0.2

A＝141.6－231.4×0.2－(231.4－106.6)×0.20×0.8

V＝(231.4－106.6)×1/2×0.20×0.20×0.8

横

交点
枠　長

種　　別

合計

ラス金網
2.0×50×50

水切りモルタル

植生基材吹付工
t＝3cm

計　算　式

一　式

数　量

148.4

118

2

2

3

141.6

2.00

75.4m

〃

m

m

m

m

箇所

L＝1.1＋2.2＋3.3＋4.3＋5.4＋6.4＋7.5＋8.3＋8.5＋8.2
縦 106.6

231.4

単位

9000 690 3000860

462

420

313主
側

線

420 775@4=3100 775@4=3100

118箇所交点数

   ＋7.9＋7.8＋7.4＋7.2＋6.4＋5.6＋4.3＋3.1＋1.7

法面展開図

地山補強土工図

枠の配置基準

横枠：最下段から1/2スパン（0.75m）の高さの横枠を基準とし，1.5mピッチで配置する。

鉄筋挿入工の配置基準

　但し，1/2スパン（0.75m）以下の交点には配置しない。
1.基本的に，吹付法枠工の標準的な交点に配置する。

　　　最上段の横枠は，現計画では図に示す位置となるが，施工時の法面形状により確認すること。

2.端部の縦枠の張り出し長が1/2スパン（0.75m）以上の場合に配置する。

　　　両サイドの基準線が直線部は，曲線部からの枠ピッチが1.5m以下になるように配置する。

曲線部

縦枠：鉛直に配置する。主側線を基準とし，法尻の切土基準線が曲線部では最上段の横枠位置で1.5mピッチになるように配置する。

迂回路トンネル終点側坑口法面工

/

東京コンサルタンツ株式会社

図面番号1:100縮    尺

事業者名

会 社 名

図 面 名

業 務 名

令和 3 年 11 月

鳴瀬川総合開発漆沢地区トンネル設計業務

法面工図

鉄筋挿入工数量表

数量（本）

38L=3.0m

鉄筋長

1500

1500

1：
0.8

切
土
法
面

3000

足場仮設工
A=3.0m

標準足場面積
（1：0.8）

2

ヘロンの公式

A=　s(s-a)(s-b)(s-c)

s= a ＋ b ＋ c
2

面積計算：ヘロンの公式による。

鉄筋長
L=4.0m

鉄筋長
L=3.0m

（タイプ）
鉄筋挿入工

42L=4.0m

80合　計

迂回路トンネル終点側坑口部　アンカー付場所打ち法枠
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1500

吹付法枠用型枠

1300

植生基材吹付工
t=3cm

1
5
0
0

1
3
0
0

t=3cm
植生基材吹付工

S＝1：10

4
5

1
1
0

4
5

2
0
0

2.0×50×50

主鉄筋 D10

菱形金網

4511045

200

1
5
0
0

1
5
0
0

2
0
0

1
3
0
0

１－１

2
0
0

1
3
0
0

3
0

350

主鉄筋 D10

重ね継手詳細図

鉄筋挿入工

1
1

1

S＝1：20

1

1500

200

1
5
0
0

1
5
0
0

2
0
0

2
0
0

1
3
0
0

1
3
0
0

1500

1300

1500

1300

展　開　図

補助アンカー鉄筋
D10 L=400

1300 200

S＝1：20

200

1-D16×750

7
5
0

4
0
0

S＝1：10
 補助アンカー 

1-D10×400

S＝1：10
 主アンカー 

200 1300

1500

吹付法枠工標準図

断　面　図 S＝1：20

主アンカー鉄筋
D16 L=750

（200×200－縦1500×横1500）

水切りモルタル

水切りモルタル

160

1300
1500

1300

200

1500

200

15001300

20
0 200

1300
1500

※モルタル吹付の設計基準強度：σck=18N/mm
※鉄筋：SD345

2

1:0.8

※中詰工について
　標準として，植生基材吹付工（t=3cm）を計画する。
　吹付厚については，切土面における地層状況，硬度等を確認の上，発注者と協議のこと。

植生基材吹付工
t=3cm

鉄筋挿入工

菱形金網

2.0×50×50

水切りモルタル

D16 L=750
主アンカー鉄筋

/

東京コンサルタンツ株式会社

図面番号1:20

吹付法枠工標準図

縮    尺

事業者名

会 社 名

図 面 名

業 務 名

令和 3 年 11 月

鳴瀬川総合開発漆沢地区トンネル設計業務

迂回路トンネル終点側坑口法面工

迂回路トンネル終点側坑口部　アンカー付場所打ち法枠
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S＝1：10
鉄筋挿入工標準図

金属スペーサー

153

7
2

SUS M8

Oﾘﾝｸﾞ

1509

φ
2
5

1
5
0

定着プレート S=1:2

Oﾘﾝｸﾞ

1
0
0

150

M76

100

キャップ S=1:2

35
φ52

32

3
6
.
9
5

φ
3
5

ナット（D19用） S=1:2 ワッシャー（D19用）

φ
4
5

φ70

144 25

M76

φ
7
6

S=1:2

φ45

φ76

S=1:5

L-
30
0

L

削
孔
径φ
65

ス
ペ
ー
サ
ー

1:0.8

法
枠
高
(2
00
)10
0

（
σ
 =
24
N/
mm
 以

上
）

セ
メ
ン
ト
ミ
ル
ク

ネ
ジ
節
異
径
棒
鋼
 D
19

28

2

15
0

200×
200

吹
付
法
枠
工

150

業 務 名

図 面 名

会 社 名

事業者名

縮    尺

鉄筋挿入工標準図

1:10 図面番号

東京コンサルタンツ株式会社

/

鳴瀬川総合開発漆沢地区トンネル設計業務

ワッシャー

防錆材 定着プレート

定着ナット

キャップ

N=10/2.5  (2.5箇所/1本)

D19用 亜鉛メッキ処理

（950ｇ/本）

アルミ製

本

個

個

4.0

10

10

V=1/4×π×0.065 ×（L-0.3）×1.4×10本

W=2.25kg/m×L×10本

削　孔　工

鉄筋挿入工 数量表

種　　　別

スペーサー

グラウト材

鉄　　　筋

PL-150×150×9

D19用 亜鉛メッキ処理

σ  =24N/mm 以上

金属スペーサー

亜鉛メッキ処理

亜鉛メッキ処理

28

SD345 D19

N=2ヶ／本以上

2

規　　格

定置式ドリルφ65

2

ヶ

個

枚

3
m

kg

0.125

67.50

計　算　式 単位 L=3.0m

20

10

10

L=（L-0.3）×10本 27.0

処

工

理

防錆剤

キャップ

ワッシャー

部

頭
ナット

定着プレート

ボイド管 φ75 L=0.2×10本 2.0

土　砂 m

m

令和 3 年 11 月

迂回路トンネル終点側坑口法面工

定着プレート

定着ナット

ボイド管

4.0

10

10

0.172

90.00

L=4.0m

20

10

10

37.0

10本当り

※1.4はロス分係数

2.0

迂回路トンネル終点側坑口部　アンカー付場所打ち法枠
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天端工 L=10.228m

5805

①

2000

②

2000

No
.6
3+
14
.0
2

大型ブロック積擁壁 L=10.578m

No
.6
4

No
.6
4+
5.
00

③

2000

④

2000

⑤

1000

a

1228

小口止工

300 4723

4@2000=8000 1327

控え長 0.6m

基礎工　L=10.327m300

1000

DL=223.000

▽223.730

▽224.489

▽228.000

▽231.710

7
9
8
0

7
5
9

4
2
7
0

H
=
0
.
9
4
m

H
=
2
.
1
5
m

H
=
3
.
3
6
m

H
=
4
.
2
7
m

H
=
4
.
6
6
m

H
=
6
.
2
3
m

H
=
7
.
0
2
m

H
=
7
.
9
8
m

目地 1244

基礎工詳細図 S=1：50

天端工詳細図 S=1：50

B800 1.60 m3

平均H = 天端工直面積 / 天端延長 = 0.935

基 礎 工 材 料 表 (10m当り)

基礎幅 コンクリート
18-8-40

型　枠

2
0
0

B=800

150 600 50

550

基礎コンクリート

差し筋

Vアンカー筋

D13 L=300

468 600

10
45

9
3
5

600

天端コンクリート
18-8-40

天端工直面積: 9.566 m2

天端工延長： 10.228 m

天端コンクリート工材料計算書 (10m当り)

裏型枠表型枠

4.00 m2

5.61 m3 10.45 m2 10.45m2

600

コンクリート
18-8-40

1:
0.
5

1:
0.
5

(CAD求積)

18-8-40

2750 750 150027507501500

1:1.5

1:0.5

1:
1.
2

表面パネル

基礎コンクリート

18-8-40

裏込め砕石

クラッシャラン

背面型枠

胴込めコンクリート

18-8-40

天端コンクリート

18-8-40

800

1
5
@
4
4
7
=
6
7
05

1
2
7
5

2
0
0

7
9
8
0

600

300

1:0.5

600

Au

Lpt

自破砕溶岩

火山礫凝灰岩

遮水コンクリートt=100mm
(側面積0.03㎡)

迂回路トンネル起点側坑口部大型ブロック積擁壁工

業 務 名

図 面 名

会 社 名

事業者名

縮    尺

大型ブロック積擁壁工一般図

令和  3年 11月

図示 図面番号

東京コンサルタンツ株式会社

/

大型ブロック積擁壁工一般図
正面展開図 S=1：100 標準断面図 S=1：100

平　面　図 S=1：200

DL=220.000

名称 数量

全体面積 49.2

D600
直線部 28.5

9.7

計 (m2) (38.2)

m3 18.6

同上型枠

m2

7.8

天端工 W600 10.23m

10.33基礎工 B800 m

水抜きパイプ m 15.3

吸出し防止材 枚 21

遮水コンクリート m3 0.3

裏込材 m3 12.0

目地材 m2 2.8

  本 100

  個 422

アンカー筋 kg 62.9

パネル連結鉄筋 kg 10.2

Vアンカー筋 kg 8.9

差し筋 kg 3.6

計（kg） (22.7)

※天端工・基礎工数量は右上図詳細参照

名称 単位 数量

表面パネル

S2005 37.0（37）

S1005 6.5（13）

合　計 43.5（50）

背面パネル

WM2026-0.5 100

つなぎ材 D6 500

透水防砂材 0.002x0.660 250

※透水防砂材の全体総数は50m単位
 L =  210.0 （250 m ）

15異型加工数量

鉄筋 SD 345

C=      (kN/m )

製品

天端

胴込め

基礎

設計基準強度

コンクリート

滑動安全率

安定条件

2
 40   (N/mm )

2
 18   (N/mm )

2
 18   (N/mm )

2
 18   (N/mm )

常時

設計水平震度

地表面載荷重

土圧

支持地盤

裏込め土

擁壁直高

q　=     (kN/m )

試行くさび法による土圧

C=     (kN/m )

γ=     (kN/m )

m

-

0.7μ = 

20.0Φ = 

7.980Ｈ=

2

0.0 2

21.0 3 2

擁壁設計条件

合力の作用位置

489.0

必要支持力（許容支持力）     (kN/m )以上190
2

地震時

1.50

d > B/2

kh　=     0.16

※地盤については現地で平板載荷試験を実施し、許容地盤反力度が

  190kN/㎡以上である事を確認する。

1.20

d > B/3

フラットバー、連結鉄筋、基礎Ｖアンカー筋の位置を示す

N
o.

65

▽231.611

起点
側坑

口

NO.
64
+5.

0

1:1.5

1
:1

.5

1:
0.
8

225

2
20

▽233.72
▽224.43

▽223.78

23
0

NO.64

大型ブロック積擁壁工 L=10.6m

※遮水コンクリートは、現場施工時の前面埋め戻し高さに合わせて適宜設置する

規格 単位

表面パネル

m2

調整部

m2

胴込材 18-8-40

水抜きパイプ　VP50

吸出し防止材　200×200

遮水コンクリート　18-8-25

裏込材　クラッシャラン

目地材　エラスタイト10mm

1000フラットバー

くさび

D10（SD345）

D13（SD345）

m2（枚）

m2（枚）

m2（枚）

枚

枚

本

m

規格

m2

材料集計表1

材料集計表2

18  22

迂回路トンネル起点側坑口部



・　伸縮目地の間隔は　10m以下に設置する。

・　胴込コンクリート数量　(m3/m2)

(水平控寸法/斜率)　-　0.05

フラットバー 1000 S = 1 :10

断面詳細図  S = 1 :10

D10アンカー筋45  S = 1 :10

31

くさび  S = 1 :2

999

38

Vアンカー筋

D13 L=746
( 0.742 kg/本 )

D13 
 S = 1 :10

3
00

44
2

45°

R4
038

9

110

2
47

基礎コンクリート

透水防砂材
2.0×660×Ｌ

D13　L=300
差し筋

D6　つなぎ材

@1000

裏込め砕石

コンクリートパネル

100 50

1:
0.
5

D + 200

D 50

D-550550

150

50100

2
00

背面型枠2026-0.5

コンクリート打継

50
0

50
0

50
0

L=400

楔

50
0

L=450

(0.40+0.45)
×0.995×2本 

=　1.69

FB-9.0 * 38 * 999

5
00

5
00

5
00

5
00

5
00

5
00

5
00

5
00

1
00
0

9
50

4
50

1
00
0

1
00
0

1
00
0

5
50

1
00
0

1
00
0

1
00
0

50

50
50

50
50

50
50

50

テーパーワッシャーM16-5

31

M16

6

3

フラットバー1000

くさび　*　2

吸出し防止材
(200×200×30)

水抜パイプ50φ

支持金物位置図  S = 1 :10

※　基礎砕石の要否は標準断面図を参照

300・　水抜き孔はVP50　+　吸出し防止材（200×200×30）を

1箇所/2m2　設置する。

パイプ長さは、控え寸法　+　200mmとする。
水抜パイプには5％程度の排水勾配を設ける。

(2.68 kg )

2
24

2
24

D10

D10 L=1124mm
( 0.629 kg/本 )

5
50

105010

3
25

2
25

5
15

94

5
15

3
25

225

45°

400 1200 400

D10アンカー筋45

フラットバー1000

D10アンカー筋45

（寸法は目安とする）

つなぎ材　D6-250

（5本/枚）0.09kg/本

Ｌ＝348

5-Ｄ6　L=250

280

27
1

218

250

31

3450

31

34

50

45
°

45
°

1:
0.
5

2

6
60

透水防砂材

2.0×660

タテ筋　

ヨコ筋　6-4.0φ L=2050

25 10@200=2000 25

2050

5
30

20

2
61

11-4.0φ L=530

ヨコ筋　6-4.0φ L=2050

75 955

メッシュ　2050×530×4.0 1.79kg

2
75

R1
0

つなぎ材位置(5箇所)
251

265

81 曲
げ
寸
法

5

2
60

1
16

1
25

20 2
@1
25
=2
50

11-4.0φ L=530

2
70

18
9

9

90

90
90

7563.4°

背面型枠　WM2026-0.5  S = 1 :10 透水防砂材  S = 1 :20

水平控寸法　×　パネルＨ

フラットバー1000　継手要領図
 S = 1 :20

最下段パネル用・連結鉄筋・Vアンカー筋・差し筋　数量表　
　（表面パネル　1枚当り）

連結鉄筋　D13 Vアンカー筋 D13 差し筋　D13

(kg) (kg) L=300　　(kg)

2005

1005

表面パネル

0.746×0.995
×2本

=　1.48

0.300×0.995
×2本

=　0.60

背面大型ブロック積擁壁数量表　（表面パネル　1枚当り）

大型ﾌﾞﾛｯｸ積 メッシュ 透水防砂材

擁壁2026-0.5 2050×530×4.0 Ｄ6-250 2.0×660

2005

1005 （組） （枚） （本） （本）

(透水防砂材の全体総数は50m単位）

つなぎ材

2 2

表面パネル

5×2 =　10

（ｍ）

2×2×1.05=
4.2

金物　数量表　（表面パネル　1枚当り）

フラットバー1000 D10アンカー筋 くさび

（本） （kg） （個）

2005

1005

表面パネル

2 2×2×2×1.05＝
8.4

2本×0.629

＝　1.258

D10アンカー筋45

連結鉄筋D13

Vアンカー筋　D13

壁前面に水位がある場合は適宜対応すること。

業 務 名

図 面 名

会 社 名

事業者名

縮    尺

大型ブロック積擁壁工構造図

令和  3年 11月

図示 図面番号

東京コンサルタンツ株式会社

/

大型ブロック積擁壁工構造図
迂回路トンネル起点側坑口部大型ブロック積擁壁工
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業 務 名

図 面 名

会 社 名

事業者名

縮    尺

張コンクリート擁壁一般図 

令和  3年 11月

図示 図面番号

東京コンサルタンツ株式会社

/
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路
ト
ン
ネ
ル
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14列番号
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F

段記号

215.732

217.073

218.415

219.757
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1
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0
.
5

1
:
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迂回路トンネル終点側張コンクリート擁壁一般図

平面図　S＝1：200

正面展開図　S＝1：100 標準断面図　S＝1：100

迂回路トンネル終点側坑口部張コンクリート積擁壁工
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張コンクリート工詳細図

標準断面図 標準配筋図

S=1:20

1
00
0

1
25

3
@2
50
=7
50

1
25

1000

125 3@250=750 125

D13
@250

D13
@250

1W

2W

※縦横方向ともに鉄筋の継手はL=410以上の定着とする。

また、継手位置は25D（L=325)以上ずらす事とする。

1
00
0

1000

4-D13x10001W

2W 4-D13x1000

鉄筋加工図

コンクリート

σck=24N/mm2

モルタル吹付工

ラス張工
菱形金網#14　50×50

t=50mm

1本/2m2,l=620mm

水抜きパイプ VPφ50mm

σck=15N/mm2以上

1:
0.
5

500

100

1
00

1
00

@2
50

100

50

鉄筋径別集計

合計

D13

記号

2

鉄筋表

1W

W

(mm)

径

D13

D13

(本)

本数

8

81000

長さ

1000

kg

18 kg

合計

0.995

0.995

(kg/m)

単位質量

(kg)

0.995

0.995

1本当り質量

18 kg

摘要

(kg)

質量

8

8

A=1.0m2当り

18

1K D13 4590 0.995 0.587 2

1K

387

10
0

10
0

4-D13x590

D131K

D131K

@250

1W

D13
@250

2W

D13
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